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はじめに

　「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」という今回の事業
のテーマは、昨今の地域共生社会の実現という文脈からも総論的には肯定的
にとらえられる考え方であると思います。一方で、「（社会的）孤立」に関す
る個別の事例に関わる時、ついつい「支援困難（事例）」といった表現で、
あたかも、「（社会的）孤立」の原因が本人やその世帯にあるかのように捉え
てしまうことがあるようにも感じます。
　2000 年に出された、「社会的な援護を要する人々に対する社会福祉のあ
り方に関する検討会」の報告書では、「すべての人々を孤独や孤立、排除や
摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員
として包み支え合うこと」をソーシャルインクルージョン（社会的包摂）と
定義づけました。この考え方は、「（社会的）孤立」とは、地域社会の在り方
そのものに起因するものであり、だれもが陥る可能性を秘めた事柄であり、
まさにすべての人が “我がこと ” として捉える問題であると考えます。
　今回、全５回のオンライン研修でご報告いただいた実践報告は、本人の困
りごとや地域の課題に着目し、本人自らがその解決に向け前に向かう気持ち
を醸成する関わり続ける支援と、それを応援しよう・見守ろうとするそこに
暮らす人々の気持ちを育てる取り組みです。
　オンライン研修では、個人の参加はさることながら、今後の連携の契機と
なるよう自治体ごとのグループ参加を推奨させていただきました。私的な話
になりますが、私が所属する淡路市社協においても行政、地域住民の方々と
全５回延べ約 110 人で参加しました。それぞれの立場や経験年数等によっ
て受け止め方に差はあったかもしれませんが、実践報告を聞き、お互いの意
見を述べ合うことにより、役割の違いはあっても相互の理解は深まったと感
じています。今回ご参加いただいた皆さんともこのような思いを共有できて
いることを願って止みません。
　また、本報告書を手に取られてこのような研修があったことをお知りにな
られた方には、本事業のホームページよりアーカイブ映像の視聴が可能です
のでお役立ていただければ幸いです。

凪　　　保　憲
「 会 の解 に けた地域 くり人 業」 員

市 会 会 
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●本書の読み方●

　このガイドブックは、実践をもとに、研修当日の実践資料と研修内

容、グループワークで出された意見、受講者へのアンケート調査結果、

後日開催したフォローアップ意見交換会でのご意見をもとに構成され

ています。

　全５か所の実践と、それにもとづくテーマが設けられていますので、

気になるページから読み進めてください。
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「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」報告書

社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業

事業概要
　コロナ禍で、生活困窮やひきこもりがクローズアップされ、同時に高齢者の困窮も深刻な課題になって

いる。共通することは、仕事が見つかりにくく、頼れる家族や友人がいないことによる社会的孤立だ。し

かし、地域の中に、さまざまな住民がともに活躍できる役割や居場所を生み出し、そこでつながりや自信

を取り戻し、ともに地域づくりを進めている地域がある。こうした実践を学び、活かすことで地域づくり

を通して社会的孤立の解消の一助となることを目的に、学び合い、専門職自身が孤立しないゆるやかなネッ

トワークづくりを推進し、社会的孤立の解消に役立つガイドブックを作成する。

　おもな事業実施地域
　研修会はオンラインを基本とし、全国から参加者を募る。また、研修に登壇いただく講師も地域の偏り

をなくし、各地の講師とのネットワークづくりができるような支援も行う。さらに、当事業の委員は北海

道、東北、関東、近畿、九州から依頼をする。なお、本事業の事務局は宮城県仙台市に置く。

　事業内容
１．委員会の開催

　①　目的

　　　本事業を実施するために、委員会を設置し、委員を委嘱する。委員には生活困窮者支援やひきこも

り支援にあたる者、行政経験者、地域づくりNPO、子育て支援の実践者など各分野から招聘する。

　②　内容

　　　委員会においては、本研究事業全体の方向性、本事業で実施する研修についての内容および登壇、

作成するガイドブックの内容・構成等についての討議、決定を行う。

　③　実施場所（拠点：全国コミュニティライフサポートセンター／宮城県仙台市）

　　　オンラインを基本として実施する

２．研修事業

　①　目的

　　　生活困窮者・ひきこもり者が地域で役割を持ち、活躍する居場所をつくり地域づくりを進める先駆

的実践を学び合うこととゆるやかなネットワークづくりを目的に実施する。講師からは、生活困窮者

やひきこもり支援から地域づくりにつながるポイントやノウハウを具体的に提示いただき、参加者の

明日からの実践に役立ててもらえるような内容を構築する。

　②　内容

（１）研修：テーマごとにオンラインで年５回の研修を実施。参加形式は１自治体でのグループ参

加（1グループ６人程度）を基本とし、なるべく多岐にわたる関係者との参加を促し、自治体内

社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業
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孤立を防ぐ「地域づくり」ガイドブック

連携の契機とする。なお、研修に先立ち、その素材となる事例を取材、８ページ程度の情報紙を

作成してWEB公開することで、事前に事例を読んでもっと知りたいことを事前に聞き取り、研

修で取り上げて理解を深め、具体的な取り組みにつなげる示唆を与える。研修内容は、後日アー

カイブでの視聴も可能とする。

（２）フォローアップ：研修各回から、参加した１自治体程度にフォローアップのオンラインヒアリ

ングを実施。研修の満足度を測り、ニーズを再確認して、ガイドブック作成に反映する。

　③　実施場所（拠点：全国コミュニティライフサポートセンター／宮城県仙台市）

　　　（１）（２）オンライン

３．ガイドブック（事業報告書）の作成

　①　目的

　　　本事業の研修内容や製作した情報紙を、全国の自治体で組織内研修などでも役立てていただくこと

を目的にガイドブック（事業報告書を兼ねる）を作成する。

　②　内容

　　　研修で製作した情報紙を再編し、研修や委員会での議論の成果を基にして、生活困窮者やひきこも

り支援が地域づくりに与える視座を事例などでわかりやすく解説しながら、理解・取組みを促進する

ガイドブックを作成、全国の自治体の孤立・孤独対策担当主管課および社会福祉協議会などへ送付す

るとともにホームページに公開する。なお、ガイドブック作成においては学識者への協力も依頼する。

　③　実施場所・方法　拠点：全国コミュニティライフサポートセンター／宮城県仙台市

　　　拠点にてガイドブック編集作業を行う。

　④　実施期間・日時

　　　2023年３月完成

事業の特色
　オンラインで研修を開催することの利便性を活かし、映像、情報紙、講話の３つのコンテンツを含む研

修を実施。後日アーカイブでの視聴も可能とする。研修には他部署や住民と協働でのグループワークをと

おして自治体内の相互理解も促す。一方、オンラインでは研修後に講師との対話や質疑応答の時間を十分

に取り切れない、参加者同士のつながりがつくりづらいという課題を、フォローアップのヒアリングで補

足し、ゆるやかな顔の見えるネットワーキングにつなげていく。さらに、ガイドブックを作成し、研修の

アーカイブ視聴も活用して実践を普及することで、各地で取り組まれているアイディアを広めていく。

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修
https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop
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有職者からのコメント

高 　橋 　誠　 一
学 ン 学  

　新型コロナウイルスの蔓延とともに、人と人とが顔を合わせ、つながり合
うことに一定の制限をかけられた約３年の間、私たちは今まで以上に「孤立」
「孤独」という言葉を多く耳にするようになりました。
　経済的な貧困だけではなく、つながりの貧困が人から生きる力や生きる気
力を奪い取ってしまうことは、残念ながら多くの人たちがこの期間に学び取っ
た事実でもあるかと思います。
　しかし、そんな閉塞的な時代のなかで、その「孤立」「孤独」に抗う実践が、
地域には多数あることも、また、私たちは学び取らなければなりません。そ
してそれは、すでに「孤立」し、「孤独」に陥っている人のつながりを取り戻
すだけでなく、現在の「つながり」を維持することで、「孤立」「孤独」に陥
らせない取り組みも、同様に重要であることを本事業で報告いただいた５つ
の実践から学びとることができました。
　さらに、５つの事例からは、それぞれ実践を特徴づけるキーワードをいた
だいています。
　７ページから紹介する東近江圏域働き・暮らし応援センター “Tekito-” の実
践からは、「課題解決型ではなく資源活用型」のたいせつさを、21ページか
ら紹介する北海道上士幌町の実践では、生活支援体制整備事業をとおして「高
齢者の支援から高齢者の活躍の場づくり」という発想の転換に気づかされま
した。35ページから紹介する秋田県藤里町社会福祉協議会の実践からは、「ひ
きこもっている人たちの支援から全世代が活躍できる地域づくり」を、49ペー
ジから紹介する福岡県の久留米 10万人女子会の実践からは、「自由な発言機
会が保障される場」のたいせつさや、「つぶやきから生まれる柔軟な発想で企
画が生み出される」というすばらしさを感じ取りました。63ページから紹介
する熊本県のにしはらたんぽぽハウスの実践からは、「ごちゃまぜ支援」とい
う言葉に表されるように、今後の包括的支援体制の構築に向けた示唆をいた
だく機会になりました。
　本書を読み解くことで、参加された方々にとっては振り返りの１冊として、
参加が叶わなかった方々にとっては、実践を学び、各地でそのエッセンスを
取り入れる一助としていただければ幸いです。
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Tekito- がたいせつにする地域と人の思い………２
その人も家族も孤立させない………………………４
100年後も「いい会社やな」と言われるために…６

「働く」は人生の一部分 ……………………………８

就 労 支 援 と 地 域 支 援
～東近江圏域働き・暮らし応援センター“Tekito-”～
就 労 支 援 と 地 域 支 援

～東近江圏域働き・暮らし応援センター“Tekito-”～

滋賀県東近江圏域 2022年12月15日開催号

≪研修のご案内≫
2022 年 12月 15日（木）14：00～ 16：30

「就労支援と地域支援」
　ゲスト………………東近江圏域働き・暮らし応援センター“Tekito-”　センター長　野々村　光　子
　コメンテーター……NPO 法人地域の寄り合い所また明日（東京都小金井市）   代表　森　田　眞　希
　コーディネーター…淡路市社会福祉協議会 事務局長　凪　　保　憲

　 80 に ぶ 業 業所と し、障 のある人や きこもりの人の と の支援を行ってい

ます。

　市 動が 発な 市の地域性を かし、さま まな 業 所 市 動との出会いから、

障 の地域 にも り んでいるのが特 です。「その人の 当を に。す ての人がそ

の人らしく き 暮らせること」が 。

お申込み方法は
こちらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

野々村光子さん（左）の
相談風景

Tekito- カレンダー

目次

滋賀県東近江圏域

7



孤立を防ぐ「地域づくり」実践 域 き 暮らし 援センター -
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　東近江圏域働き・暮らし応援センター“Tekito-”は、滋賀県の南東部に位置し、東に鈴鹿山系、西

に琵琶湖に挟まれた東近江市、近江八幡市、竜王町、日野町の２市２町をエリアとしています。

　東近江市は、安土城の城下町として栄え、市内には、臨済宗の大本山である永源寺、湖東三山の１つ

の百済寺などの名所旧跡があることでも有名です。

　近江八幡市は、安土城を擁し、中山道の武佐宿としても栄えてきました。また、琵琶湖の有人島であ

る沖島を有しています。

　近江牛発祥の地と言われる竜王町は、豊かな自然に恵まれたまちですが、近年は名神高速道路の竜王

インターチェンジを核とした交通網の整備も進められています。

　日野町を発祥地とするカブラの一種「日野菜」は、室町時代には天皇に献上され、以後、現在に至る

まで日野町の特産品として人気を博しています。850年以上も続く「日野祭」は、湖東地方最大の春

祭りです。

　このように、自然に恵まれ、歴史の重要な基点ともなる東近江圏域は、中世には交通の要衝の地とし

て栄え、江戸から明治時代にかけては、「買い手よし・売り手よし・世間よし」の「三方よし」を理念

とする近江商人が活躍しました。近江商人は、現在に至るまで多くの企業家を生むと同時に、現代にも「相

手よし・自分よし・みんなよし」とその精神が受け継がれています。

【東近江市】
　2022 年 10 月末日現在

人　　口　112,672 人
世 帯 数　46,381 世帯
高齢化率　27.1％
年少人口率　13.2％

【近江八幡市】
　2022 年 10 月末日現在

人　　口　82,008 人
世 帯 数　35,102 世帯
高齢化率　27.7％
（2020 年 10 月１日現在）
年少人口率　14.0％
（2020 年 10 月１日現在）

【日野町】
　2022 年 11 月１日現在

人　　口　21,005 人
世 帯 数　8,578 世帯
高齢化率　30.6％
（2020 年 10 月１日現在）
年少人口率　12.3％
（2020 年 10 月１日現在）

【竜王町】
　2022 年 10 月末日現在

人　　口　11,600 人
世 帯 数　4,497 世帯
高齢化率　28.1％
（2020 年 10 月１日現在）
年少人口率　12.8％
（2020 年 10 月１日現在）

Tekito- がたいせつにする地域と人の思い

働き・暮らし応援センターの業務
　「 き 暮らし 援センター Tekito- 」 下、Tekito- は、 県 域 市

市 日 町 町 における障 者 業 支援センターの をもつ 支援 関として 2006 年

に開設されました。 の 業である障 者 業 支援センターは、障 者の な地域

において 業 と の一 な 支援を行う支援 関で、2022 年 月 、 に 338 か所

県 には か所 が設 されています。

　す ての人がその人らしく き、暮らせる地域 くりを目指し、一 業での を する障がいの

ある人と、障がいのある人の に り む これから り もうとしている 業に する 支援

を行い、障がいのある人の の を ることを目 としています。

東近江圏域働き・暮らし応援センター“Tekito-”
　　　　住　　所 県 市上 町 1288-18　 出 業ビル 2

　　　　 話 号 0 8-36-1299　　FAX 0 8-36-13

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 域 き 暮らし 援センター -

3

　 き 暮らし 援センターは、 県およ 市町からの 業として実施しています。障がいのある

人の「 く」ことと「暮らす」ことを一 にサ ー する専門 関です。

　 業 での支援としては、たとえば、 職に けた 支援 職業 、職場実 のあっせん 、

職 動の支援、職場 に けた支援、障がい特性を まえた 理についての 業所に する 、

関 関との などが げられます。

　また、 での支援として、 の や 理、 理などの日 の 理に関する

、住 年 動など地域 や 設 に関する 、関 関との が げられます。

　 き 暮らし 援センターには、 支援 ー ー、 支援 ー ー、職場開 員、 サ ーター

などが され、関 関と して支援に り んでいます。

「働きもん」を応援する
Tekito- では、「 きたい」という障がいのある人だけでなく、 宅で 中の人の「 きたい」こと、

そして「 きたくない」ことも 援しています。 ら らのことを Tekito- では「 きもん」と 、

きもんたちと「 きたい」や「 きたくない」を 日、一緒に考えています。

　2006 年、Tekito- は、センター の 村 子さんが一人でスー ー ー の一 に を え、

スター しました。「 くことに しの 援と があればその人らしく けることを 援できる」という

のもと、「 きたい人」を 集します。すると、80 の 性が来て、「うちの 子は きたい と

っているけれど、いま 0 で、30年くらい に きこもっている」と います。そうした人が に

れると、「 きたいという人が地域にこんなにたくさんいる。なんて ーなんだと思った」と 村さん。

　ですが、 業にとって障がいのある人の は 上にハー ルが高いことに、間もなく気 くこと

になりました。「 業は障がい者を することは していない、障がい の 場でも、障がい者を

業で かせるなんてとんでもない、という だったんです」と り ります。

　 きたい人のニーズが 実に高まっているなかで、「 よりも、 業の たちと話し って一緒に

やっていったほうがス ー ーに むのではないか」と考え、 業の たちと話し いの場を つよ

うになり、 20 の地域の 業とつながりをつくるまでになりました。

人生を切り取らない
　 っている人が に来るということは、 間 が い、と考える があり、「特に に っ

ているという はなかなか くことが しい」と 村さん。ですが、「 きたい」ということならば

がしやすい。スー ー ー の一 から、 業のビルの 階に を移した も、「 に来

るのではなく、 に来ているような で ってこられる」と います。

　「 きたい」を ー ー に、たくさんの きもんが Tekito- に集まり、 は 1 000 人が集まって

いますが、その くは の にならない、障がい者 を所 していない人たちです。 きこもり

が 20 2 年という人が きもんの を めています。

Tekito- で一 たいせつにしていることは、「 くということを、人 から り らないこと」。 くこ

とを人 から り って考えるのではなく、その人の人 のなかに、本人にとってち うどよく、 しの

ゆとりがあって に っているという き を 援したいと考えています。

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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人の「 く」ことと「暮らす」ことを一 にサ ー する専門 関です。
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職 動の支援、職場 に けた支援、障がい特性を まえた 理についての 業所に する 、

関 関との などが げられます。

　また、 での支援として、 の や 理、 理などの日 の 理に関する

、住 年 動など地域 や 設 に関する 、関 関との が げられます。

　 き 暮らし 援センターには、 支援 ー ー、 支援 ー ー、職場開 員、 サ ーター

などが され、関 関と して支援に り んでいます。

「働きもん」を応援する
Tekito- では、「 きたい」という障がいのある人だけでなく、 宅で 中の人の「 きたい」こと、

そして「 きたくない」ことも 援しています。 ら らのことを Tekito- では「 きもん」と 、

きもんたちと「 きたい」や「 きたくない」を 日、一緒に考えています。

　2006 年、Tekito- は、センター の 村 子さんが一人でスー ー ー の一 に を え、

スター しました。「 くことに しの 援と があればその人らしく けることを 援できる」という

のもと、「 きたい人」を 集します。すると、80 の 性が来て、「うちの 子は きたい と

っているけれど、いま 0 で、30年くらい に きこもっている」と います。そうした人が に

れると、「 きたいという人が地域にこんなにたくさんいる。なんて ーなんだと思った」と 村さん。

　ですが、 業にとって障がいのある人の は 上にハー ルが高いことに、間もなく気 くこと

になりました。「 業は障がい者を することは していない、障がい の 場でも、障がい者を

業で かせるなんてとんでもない、という だったんです」と り ります。

　 きたい人のニーズが 実に高まっているなかで、「 よりも、 業の たちと話し って一緒に

やっていったほうがス ー ーに むのではないか」と考え、 業の たちと話し いの場を つよ

うになり、 20 の地域の 業とつながりをつくるまでになりました。

人生を切り取らない
　 っている人が に来るということは、 間 が い、と考える があり、「特に に っ

ているという はなかなか くことが しい」と 村さん。ですが、「 きたい」ということならば

がしやすい。スー ー ー の一 から、 業のビルの 階に を移した も、「 に来

るのではなく、 に来ているような で ってこられる」と います。

　「 きたい」を ー ー に、たくさんの きもんが Tekito- に集まり、 は 1 000 人が集まって

いますが、その くは の にならない、障がい者 を所 していない人たちです。 きこもり

が 20 2 年という人が きもんの を めています。

Tekito- で一 たいせつにしていることは、「 くということを、人 から り らないこと」。 くこ

とを人 から り って考えるのではなく、その人の人 のなかに、本人にとってち うどよく、 しの

ゆとりがあって に っているという き を 援したいと考えています。

らし T -

9



孤立を防ぐ「地域づくり」実践 域 き 暮らし 援センター -

4

その人も家族も企業も孤立させない

その人の「素敵」を見つける

　とはいえ、 の の 間に、「 日

は をしていた？」と聞いても、「 ビ

を ていた」。「 日は？」「 ビを て

いた」。「 日の は？」「 ビを ま

す」という会話が くと、「その人のかっ

こいいところ」「この人の いているとこ

ろ」を見つけることは ではありません。

「この人のいいところは ビを 日 ら

れる、という に見つけられない、それ

ではあまりにしんどかった」と 村さん

は います。

　そんな 、 市 の の の葉

りの の がありました。「 にハンコを してしまった。やらなきゃならないから けてほ

しい」と きもんたちに声をかけ、 に り むことになりました。

　当初は、「そんなことできない、やったこともない」と っていた人たちが、「 は をしますか？」と

聞いてきたり、人が通るときに ウ を く を止めるなど、「この人の だな と思えるところ

をたくさん目の当たりにした。それが見つけられるのが地域なんだと実 した」と います。

　さらに、「 はいつやるの？」と聞かれたときに、「この人の人 に、 の が った 間でした」

と 村さん。 きもんたちの思いに 中を され、「 作業でやるからには、どこよりも しくしよう」

という Tekito- の ぶりが を 、「ニン ンを いてほしい」「 き をなんとかしてほしい」と

いう が えていきます。 意 の「 ー 」を設 し、地域の りごとを解 する ー が始

動する となりました。

　「たとえば、 年 を 所したその日に、

地域の りの があればそこで いて

もらっている。地域にその人を 援する

イ がたくさんあることは、その人のた

めではなく、地域のためなんです。地域が

していくための をその人が って

いる、ということを、本人が して り

んでいくことがなによりも なこと」

と 村さんは ります。

近江牛の世話をする

図書館の葉刈り作業

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 域 き 暮らし 援センター -

5

本人から見える景色を考え抜く

Tekito- では、「本人から見える がど

う見えているのかを考えて考えて考え こ

う」と っています。障がいとはなにかを

えることもなければ、 まったやり も

ありません。それは、一人 とり ってい

る物 が うこと、そして、その人の暮ら

しを の にあてはめないということを

にしているからです。

Tekito- では、 解 でもなく、ス

でもなく、 ー ー

イ の 援を にしています。 には

所があり、その人にとってのち う

どいい き があり、さらに人 という い物 のなかで くことだけを り らない。

　「あいさつができたから 」ではなく、「あいさつはできなくてもニン ンは ける」。「ま 場所に来

て」では、 場所に来たら はここでおしゃ りをしまし う、その は 作業、その は 職 、と

いう「支援者 から見たス になってしまう」と い ります。

　 に きこもっていた B さんに、「なんで出てきたの？」と聞いたところ、「 村さん、 がなんで

きこもっているかに 味なかったでし 」と われたことも。B さんは、「 もが が にいること

に 味を っていて、 の に を れ出そうとしていた。 は、 の をあけたら、その に階

があると思っていた。 を開けたら は親と をしまし う、その はお に りまし う、そ

の は 出しまし う、その は買いものをしまし う、そんな階 があると思っていた。だから、 は

を開けることはできたけれど、開けなかった。だけど 村さんはそんなことには 味がなかったで

し う。 に ってきたときに、20 年も にいるのにきれいにしてるなー って ったんです。

村さんが開けた の 間から見えたの

は、階 ではなくて 下だった。だから出

られたんです」と。

　本人にとっての ー ー イ を考える

ために、「目にしたもの、聞いたこと、

じたことはす て情報。そうでないとやり

はわからないし、そのために たすら考

えます。それでも、 することが いん

ですよ。 したら、また考える。考えて

考えて考え く。それが Tekito- です」と

村さんは けます。

ニンジンの収穫作業

介護施設で働く

らし T -

11



孤立を防ぐ「地域づくり」実践 域 き 暮らし 援センター -

6

家族以外の人との会話

Tekito- の がつながる は、親

や 員、さらに を り して

きた人は 護 からつながる場 もありま

す。もちろん、同 する親からの もあ

れば、支援のなかで親と関わる場 もたく

さんあります。

　そんな関わりのなかで、 からは「も

う来ないでください」と われたことも。

「本当に来ないでください、来たと知られ

たら に が られます、と われても、

また 日来ますね、と って行くんです」と 村さん。「 日、来ないでと ったのに、なんでまた来

るんですか？と われて。その り しですよ」と います。

　来るなと われても行って、お茶を飲んで ってくる、そんな 村さんには、 とつの思いがあります。

　「 の会話を、 階で きこもっている子どものことだけにしたらいけない」。子どもは子どもの人

を きている、その場所はたまたま 階の であるけれど、 親がそこに人 をささげるのではなく、

たちの人 を きなければならない。そのためには、「たとえ 日もあの な人が来た と わ

れても、実はそれが 20 年ぶりの、 子 の他人のことの会話だったりするんです。親にしかできない

援はもちろんあるけれど、親がしてはいけない 援もあって、そういうことははっきりと えています。

そして、 の人 にも、人 にミスは もないということは い ります」と を ります。

１００年後も「いい会社やな」と言われるために

地域の会社をつぶさない

Tekito- が行う 業との ン の特

なところは、本人のタイミン に わ

せていつでも見学ができる 業所を く

っていることにあります。たとえば、

から出 に い 間を ごしている人にと

って、 場がどういうところかを する

ことは しい。 人 を見せて 接や実

をするのではなく、「 場って のにおい

がするのを知ってる？」「どんなにおいか

見に行ってみようか」と声をかけています。

　とはいえ、 初から だったわけ

丸太をチェーンソーで玉切りする

薪割りの風景
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 域 き 暮らし 援センター -

7

ではありません。「 いた のない人や

障がいのある人は、一緒に くために

が 。そうした人をわ わ する意

味は や」と われてしまいます。

　 村さんは、この 葉を「地域の 」

ととらえました。20 年 、人 が

ばれ、このままいけば地域 の が目

に見えていました。でも、地域 を う

地域の たちが、「 日 間 ルタイ

で ける 者」など、 たちの 人

に する人しか しないという考えで

は、地域 、 ては地域が すると考

えたのです。

Tekito- と出会った 上は、「 の会 は につぶさない」と話し、Tekito- の きもんとの出会いで、

が わり、 業 が していきます。 場で く人が、「 中、 ら らが ってくれ

ることで、ほかの ができるようになった」と声をあげてくれたことから、 中だけ、一日のうちの

の 間だけ、という 人の ができてきました。

　「障がいのある人の を しまし うという目 ではなく、 の会 が、この地域で 100 年後も

ええ会 やな、 業員たちもこの会 で いてよかったなと思う会 くりを一緒にやろう と ってい

ます。地域に っとあり ける会 にしかできない、 きもんの 援の です」と 村さんは します。

社長から見える景色とは？

Tekito- では、 ース会 を「 援 をつくるわくわくタイ 」と考えています。本人の行動を 行

動ととらえると、「本人の を えなければならない、本人のことを 行動を こさないようにしな

ければならない」と考えがちですが、Tekito- では、ま 本人の思いに「 する」ことからスター します。

Tekito- では、本人から見える を考

え くことは のとおりですが、 業の

から見える は、「その人が く姿」

だと います。「ある会 の は、 い

たことのない人の を見て、 職 が

なく も かれていないので きれいやな。

うちの会 が 初にそこに るんや。 め

てもらったら るな と いました。その

人が く姿を と一緒に して、一緒

に見ることが だと思っています」と

村さんは話します。

地域祭りへの出店

お疲れさん会

らし T -
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8

「働く」は人生の一部分
地域の古民家に集まる

　「 く」だけでなく「暮らし」も 援するために、「そこにいれば かがいて、気になることを聞けたり、

しゃ ったりして ごせる場所がほしい」と考えた 村さん。さっそく 援 の たちに をする

と、ほどなく物 を見つけてきてくれました。

　 村さんが出した は、「できるだけ の い地域であること」。地域の人同 が 見知りで、

ながらの人たちの いつながりのある地域を したそうです。

　そこには、 きもんを 援するだけでなく、もう とつの意味が められていました。「 い職員は、

に 話がなかったり、ご 所 きあいを したことのない に ってきています。そんな

で まれ っている ら らでなくても、 地域を す ということは なことではありません。

しんどい、でもその にとてもおもしろいことがある。そうしたことを してもらいたかった」と い

ます。

　たとえば行き場のない出所者がこの に来て んだりすると、そのことを 所に話に行かなければな

りません。話に行くためには、 からあいさつをし、関 性をつくっておく があります。「職員の

の の場所であり、ここで地域に り む をしてもらう。 情が来たらみんなで りに行

きます」と 村さん。

　 会をしたり、一人暮らしをしたことがない人がそこで住まう をしたり、DV 親子のシ ルターと

なり、 く場所を見つけてここから に通ったり。

　いつの間にか、「 かが イ ー ーを ってきてくれていたり、 を ってきてくれていたり。

ただお を ているときもあれば、 に うことも」。地域の に優しさと気にかけ いが ち

られる、そんな場所に ってきています。

60 歳を超えた働きもんの場所

　 20 年間の きこもりののち、Tekito- 設 当 の 18 年 に知り い、 職した人たちが 60 を え

て、 年を え始めています。がんばって いてきていても、なかなか の地域とのつながりを て

にいます。 年後の 場所を考え、 業の たちが 会 を設 し、 業を始めました。ビニルハウ

スをたてて、 した は の や ル の も まっています。

　出会ったときが 60 、という人もいます。この年齢から りに出るのではなく、「ち うどいいタイ

ミン で出会えた」と、 業を ってもらっています。

　人 から、このままでは地域が するかもしれない、という もあるなかで、「 とり ちす

るのではなく、ち うどいい場所までみんなで りられることが 」と 村さん。「この人たちが

宅にいたからうちの地域が守られている。そう考えると、 いているかいないかではなく、この人が地域

の 援 になるんです。 援する人も、される人も、一緒くたの地域、それがいいんだと、地域が学んで

いるんです」。

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 東近江圏域働き・暮らし応援センター“Tekito-”
2022 年 12 月 1 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop
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「就労支援と地域支援」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「就労支援と地域支援」

開 催 日　2022年 12月 15日（木）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　38団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　東近江圏域働き・暮らし応援センター Tekito- センター長　野々村 光子

　コメンテーター

　　　NPO法人地域の寄り合い所また明日 代表　森田 眞希

　コーディネーター

　　　淡路市社会福祉協議会 事務局長　凪 保憲

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:35　　野々村光子氏による実践発表

　　14:35 ～ 14:55　　野々村氏、森田氏、凪氏によるディスカッション

　　14:55 ～ 15:05　　休憩

　　15:05 ～ 15:35　　参加者によるグループワーク

　　15:35 ～ 15:55　　グループ発表（約20グループ）

　　15:55 ～ 16:15　　発表へのコメント

　　16:15 ～ 16:30　　まとめ

　　16:30　　　　　  　閉会

委員からのコメント

塚本秀一 委員（社会福祉法人湘南学園　専務理事／滋賀県）

　滋賀県は、糸賀一雄さん、田村一二さんなどによる障がい福祉の考えが地域に浸透し、大きな

影響を与えています。先人によって地域で障がいのある人もそうでない人も一緒に過ごす風土を

醸成してきたという障がい福祉のあり方が、長い時間をかけて就労支援と地域支援＝地域づくり

につながってきているのだと思います。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

池谷啓介 委員（NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝　事務局長／大阪府）

　受講されている皆さんのそれぞれの地域性は合わせたアプローチや、それぞれの立場でどんな

思いを持って地域を見ているか、研修をとおして考えていただくことに意味があります。「一人

前に働くことが正しい」とされている価値観に問題があるかもしれません。視点を変えながら見

ることの重要性をキャッチしていくことで少しずつ変わっていく。そのプロセスを各地域でぜひ

見つけていってほしいと考えています。

開 催 日　2022年 12月 15日（木）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　38団体

委員からのコメント

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「就労支援と地域支援」
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

ディスカッション

森田眞希　野々村さん、貴重なお話をありがとうございました。野々村さんのお話では、制度をどう活用

しているか、などのお話はあまり出てきませんでした。制度で見るのではなく、その人をどれだけ見て

いるか、その中から一人ひとりの物語をどう見つけているか、紡いでおられるのか、ということかと思

います。

凪保憲　その人の物語、ストーリーを知れば、その人と関わってしまった者、知ってしまった者としての

役割や使命があると思います。野々村さんの原動力はどんなところでしょうか。

野々村光子　人の人生を「とらえ方次第」と言えるのは、おそらくこの仕事くらいではないかと思います。

私たちもある意味、制度や事業で守られているからこそできるということもあります。

　　Tekito-には、罪を犯してしまう人がたくさんいます。先日は下着泥棒をした50歳の男性がいました。

「50歳で下着泥棒をして会社をクビになりそうだ」というこの人を、なんとかしなければならないと

いう就労支援にあてはめるのか、「50歳で下着を盗めるなんてずっと青春やん」と、罪を犯してしまっ

たけれども、その人の良さも含めて応援団をつくっていくのか。この応援団力は、「就労支援」という

４文字だからこそできることだと思っています。

　制度の中にいるからどれだけ物語をとらえてもいいという概念があると思っています。制度の中にい

るからこそ人と出会えて、その人を抱きしめることができる。ただ、制度には報告が必要です。その際

に、何件就職に結びついたかという数字だけではなく、私たちしか知らないたくさんの物語を伝えてい

くことが、私たちが現場で働く就労支援という意味だと思っています。そうした物語を届けて、行政の

人も目を閉じたらこの人の物語や地域が見えてくるのではないか。そう考えるとわくわくしませんか？

だからこそ私たちは、その人たちから教えてもらったことを言葉にして応援団に広げて、応援団で笑っ

て、そして泣く。それが大事なのではないかと思っています。

　「不登校の子どもたちは将来働けないのか」という相談も受けます。それは、「学校に行かないという

選択をした子どもたちをかっこいい」ととらえられないこちら側の問題でもあるのです。いろいろなこ

とが課題解決型でないほうが地域を豊かにするのではないかと思っています。

凪　11ページにある、「課題解決でもステップアップでもなくオーダーメイド型」「本人から見える景色

を考えて考えて考え抜く」というフレーズが印象的です。いまのエピソードをもとに紐解くと、大家さ

んから見える景色、社長から見える景色、従業員から見える景色、働きもん本人だけでなくその人に関

わるすべての人の景色を考えることなのだろうと思っています。

野々村　「自分の会社ではいろいろな働き方できて、いろいろな人が働けている」と社長から見える自分

の会社の景色の変化は、私たちがどれだけ話をしても伝わりません。私たちには力がありません。働き

たいけれどうまく働けない彼らの力で、その会社はどんどん変わっていくのです。

ディスカッション
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「就労支援と地域支援」

参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）

◉

行政だと制度や縦割りが優先になってしまうので、

協力できる横のつながりが必要だ。誰が主となって

ネットワークを構築していくのか考えていかないと

いけない。行政では難しい部分があり、NPO法人

等に協力依頼する必要が、どの法人がどの部分に強

いのか、信ぴょう性はあるのか、情報を普段から取っ

ていないといけない。といった意見が出ました。（地

域包括支援センター／個人参加）

◦

まちづくり、福祉、行政・社協では、「地域での良

いことをいかに制度に合う形に落とし込んで報告で

きるか（翻訳できるか）が腕の見せどころになるの

では。そういうことが深められたら」という話が出

ていました。また、「企業からこども食堂への支援

窓口として社協とつながりができ、今後そのつなが

りをどう深めるかということも考えたい」という意

見も出ていました。まちづくりでは、野々村さんの

活動を聞いて、「今後さまざまなネットワーキング

に生かしたい」という話も出ていました。（市まち

づくり中間支援担当、市社協、生活困窮相談支援相

談員（家計）、行政重層支援担当によるグループ参加）

◦

ステップアップから始めるのではなく、オーダー

メイドの支援。「それができなくてもいいじゃな

いか」という支援があるということ。お金を稼ぐ

という観点ではなく、地域貢献や社会的に自立で

きるという評価軸を持つということに気づきまし

た。また行政からどのようなバックアップが必要

なのかについて深めたいと思いました。（市高齢

企画課、市保護自立支援課、市障害者支援課、市

地域包括ケア推進課、市社会課、市社協によるグ

ループ参加）

◉

野々村さんの事業所のお話がとても楽しかったで

す。「資源活用型支援」という新しい形での支援の

方法に気づくことができました。ひきこもりの方は、

本市にもたくさんいらっしゃると思いますが、この

ような支援ができればもっといい地域になっていく

のではないかと思いました。（市社協、地区社協、

地域包括支援センター、生活支援コーディネーター

によるグループ参加）

◦

それぞれの実践が聞けてよかったです。野々村さ

んの話を聞いて、民間を巻き込むというところを

もう少し、聞きたいなと思いました。民間側とし

ては、巻き込まれたいけど巻き込んでもらえない

悩みがあり、ヒントがあればお伺いしたいです。

（行政、地域包括支援センター、住民によるグルー

プ参加）

◦

ご本人が見えている景色を大切にすること、応援

団を増やすことのたいせつさに気づきました。応

援団をつくっていく具体な実践をフィールドワー

クのように体験できるとよいなという意見が出ま

した。野々村先生の講義を聞くことで、楽しみな

がらやられているのがわかり、もっとお話を聞い

てみたいと感じました。（市地域福祉課、重層的

支援体制整備事業担当者、生活困窮者自立支援事

業担当者、地域包括支援センターによるグループ

参加）
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『就労支援と地域支援』アンケート結果
（2022年12月15日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『就労支援と地域支援』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
59 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 5 栃木県 1 新潟県 1 大阪府 2 県 1 鹿児島県 2 

青森県 2 群馬県 2 長野県 6 兵庫県 16 県 1 沖縄県 2 

県 1 県 4 愛 県 3 和歌山県 1 長 県 1   

福島県 1 東京都 4 京都府 1 島県 1 県 1   

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
59 件の回答（総回答数 87 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
59 件の回答（総回答数 82 件）

その他回答【7回答（各 1件）】

市 （ ）、 齢 センター、 生地区社会福祉協 会、札幌介護予防センター （札幌市の 事業）、
[ （ 事）、社協、 生 、 センター ]、 ー ー ン、 ン開 予

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

たいへん

よかった
59.3%

よかった
35.6%

5.1%

たいへん参

考になった
47.5%

参考になっ

た
44.1%

6.8%

参考にな なかった
1.7%

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
59 件の回答 59 件の回答

20歳代6.9%

30歳代 21.8% 40歳代 25.3% 50歳代 33.3%

60歳代8.0%

70歳代以上
4.6%

② 年代

行政 37.8% 社協 37.8% 包括 26.8%

NPO・一社
2.4%

民生児童委員6.1%

その他
8.5%

③ 所属
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「就労支援と地域支援」

●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●野々村先生の話が、とてもすんなりと自分に入ってくる話し方・内容で、難しい言葉が連なった研修よ

りも、より深く理解できました。自分がかかわっている高齢者のみならず、多世代で力を合わせる地域

の応援団を、少しずつでも増やせたら良いなと思います。

●かかわる人も支援しているスタイルでなく、その人のちょうどいい働き方だったり、時間の過ごし方を

探りながら、寄り添いながらその人らしさに気づいて受け止める寛容さ、とらえ方が素敵でした。

●ご本人の見えている景色をとことん考えること、本人のとらえ方をいろいろな角度からとらえて共感し

てもらえるように発信すること、資源を活用しながら支援することを学びました。野々村先生の事前資

料が、後から振り返ったり同僚と学びを共有したりする際に役立つと思います。

●野々村さんの実践報告がたいへんおもしろかったです。どうしても、その人の課題、それも自分たちが

感じる課題から支援を考えてしまうのですが、それは結局私たち支援者にとっての“理想”であって、

本人にとっての“ちょうどええ”ではないことを実感しました。本人への働きかけ方についても、“支

援しにきました”ではなく“助けてくれないか？”といったスタンスも、自分が対象者だったら後者の

方に気持ちが動く気がしました。

●就労支援の実践のお話であったが、本来のソーシャルワークの価値、本質を話されているように感じま

した。我々の仕事は、その人や地域の“素敵”を見つける仕事で、本当はワクワク、楽しいもの。その

ことを体現してくだった野々村さん、森田さん、凪さん。ありがとうございました。また組織内連携が

課題だが協議が進まない本会にとって、グループ参加というしかけはたいへんありがたかったです。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●すべてわかりやすく、スムーズでした。ありがとうございました。

●全国各地をオンラインでつないでの開催、グループ討議、すばらしかったです。

●グループワークは進行役を決めていただいた方がよりスムーズに話し合いが始まったと思います。

●猫も一緒に参加できるアットホームな雰囲気の研修会で、こちらもリラックスして参加でき、グループ

内でも自由な意見が飛び交ったと思います。

●今後も視点が変わるような研修をお願いします。Zoomで全国の人と話ができ、便利さを実感しました。

●オンライン研修の仕方を学ばせてもらっています。ご準備など含めてありがとうございました。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。
（自由記述／一部抜粋）

●だれもが住みやすい地域づくりを目指し、縦割りではないかかわりがたいせつになってくると思いまし

た。たいへん参考になりました。

●地域のお助けマンや受け入れ企業、そして困りごとが自然と集まってくるような交流の広さを獲得して

いきたいと思います。

●個人的に、「パンツ盗るなよ～」と言える（言い合える）社会（矯正しようとしたり、無視したり無かっ

たことにしたり、をしない社会）は、すごく明るいと感じました。みんなが安心して下りていける地域、

私もそんな地域をつくりたいしそんな地域に住みたい。

●就労支援の考え方、イメージの幅が広がりました。研修に参加して、考え方が少しポジティブになれた

気がします。また、コーディネーター間で考え方が共有できるように伝え続けていきたいなと思います。

●地域での取り組みがすばらしいのはもちろんのこと、支援に対する考え方も勉強になり、今後に活かし

ていきたいと感じました。
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

フォローアップ意見交換会

日　　時　2022年 12月 19日（月）16:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン

参 加 者 ●秋 第2層協議体委員会（秋田県）

　　　　　　　　市生活支援コーディネーター、協議体の委員と参加

　　　　　●栃 市町村社会福祉協議会・地区社会福祉協議会（栃木県）

　　　　　　　　地区社協の会長、地区の２つの民児協の会長、地域包括支援センターの職員、

　　　　　　　　第１層生活支援コーディネーターと参加

　　　　　●沖 市町村（沖縄県）

　　　　　　　　村役場、地域包括支援センター、社協、民生委員と参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●秋 　野々村さんのお話に惹きつけられ、勉強になりました。野々村さんのお話では「応援してくれる

人がいること」に触れられていましたが、まだそういう風土にたどり着けていないのかもしれません。

応援できる人は、もっと声をかけて、声を出していけばもっと地域が良くなっていくのかもしれない、

という話が出ました。

●沖 　社会福祉協議会では、就労支援 B型事業と地域生活支援事業という２つの就労支援事業に取り組

んでいます。担当職員も参加していたので、「担当者や運営側も辛抱づよく根気強く、コミュニケー

ションを大事にしながら接する」ということが共通していると話しました。

●栃 　参加した皆さんは、「とらえ方がおもしろい、こういうとらえ方ができるんだ」と感心しておられ

ました。市内にもひきこもりの方はいますが、何ができるのかに悩んでいました。研修を受けて、「ま

ずは知ることから」と考え、「今度一緒に行って話しかけてみましょう」と話しています。

●今後について

●秋 　第２層の協議体として、自分たちの地域をよく見て、暮らしの部分で自分たちに何ができるか、何を

していかなければならないかを考えていこうと思っています。研修で各地の実践から学び、吸収して、

自分たちの地域にあるものを見つけて、自分たちらしいものをつくっていけるように頑張っていこうと

思います。

●沖 　村社協で昨年、就労支援活動を立ち上げましたが、地域の方から「ちゃんと就職ができるのか」

という疑問が寄せられ、担当者は、心のどこかにもやもやとしたものを抱えていて、自分たちの地

域には何が足りないのかを悩んでいたようです。今回の野々村さんのお話で、「就職を目標にしない」

と言っていただけたことが自信につながったようで、研修をとおして発見した見方やとらえ方を、

これからの地域支援につなげていきたいと考えています。

●栃 　地区社協の会長がバイタリティのある方で、地域が動いていきそうな予感がしています。私は４

月にこの地区を担当となったばかりです。こうした研修の機会を活かして、地域住民の皆さんと学

び合う機会をつくって行ければと思っています。

フォローアップ意見交換会
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践

まちなか農園での交流

地域事業者を訪問するヨチヨチ隊

生活支援体制整備事業から多世代交流へ！生活支援体制整備事業から多世代交流へ！

北海道上士幌町 2022年12月20日開催号

目次

北海道上士幌町の生活支援体制整備事業………………２

上士幌町社協が取り組む生活支援体制整備事業………４

ママの HOT ステーションが取り組む
生活支援体制整備事業………６
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2022 年 12月 20日（火）14：00～ 16：30

「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」
　ゲスト………………上士幌町社会福祉協議会 生活支援コーディネーター　小　泉　彰　宏
　　　　　　　　　　ママのＨＯＴステーション 生活支援コーディネーター　倉　嶋　香菜子
　コメンテーター……宝塚市社会福祉協議会 地域支援部長 兼 企画経営部長　山　本　信　也
　コーディネーター…全国コミュニティライフサポートセンター 理事長　池　田　昌　弘

　 支援 業は 高齢者の 場所、子 て たちの 場所、そして が交わって

まちが元気に。 年暮らす住 も、移住者も、まじわりながら しいまちのかたちが見えてきた 子

て支援が高齢者の 護 に、高齢者の きがいや役割が子どもたちの 来のために、そんな実 を

上 町からお けします。

お申込み方法は
こちらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

上士幌町

帯広市
札幌市
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北海道のほぼ中心部、十勝地方の北部に位置する上士幌町は、町内の約
76.5％が森林地帯に覆われています。大雪山国立公園、ナイタイ高原牧場な
ど豊かな資源を活かした観光業や、畑作や酪農もさかんです。毎年８月には
バルーンフェスティバルが開催され、全国から多くの観光客が訪れます。
　1955年の13,608人をピークに2014年末には4,884人まで減少し
た人口も、子育て支援や定住促進に力を入れたことから2015年以降は増
加に転じ、以後、微増減を繰り返しています。

【2022年7月末日】

人　　口　4,931人

世 帯 数　2,611世帯

高齢化率　34.3％
（2021年１月）

年少人口率　11.3％

生涯活躍のまち・上士幌町の生活支援体制整備事業
　 上 町は、 もが で 実した を ることができるよう、住 同 のつながりや 学

会の 出、 業支援、 交 の 場所と役割のある地域コミ ニ くりなど、「

のまち くり」を げています。

　上 町では、2016 年 より 支援 業に り みはじめました。「ま は 支援コー

ーターを いて 業を始めなければ」と地域包括支援センターで地域おこし を 集し、地域

くりについて一緒に考えるところからスター しました。

　2018 年 からは町 に の 支援コー ーターを 。 で り まれていたまち

くり を 考に、住 が気 に ち れる場 くりを始めました。また、201 年に上 町や関

関が出 して設 されたまち くり会 「 会 のまちかみしほろ」に、2020 年、

の 支援コー ーターを し、住 が住 を支える み くりを目指しました。上 町保

護支援 当 の さんは、「 は 年、地域の高齢者などの支援業 に

関わり、 の 動との ー ができています。まち くり会 では、 たな交 やつながり く

りなどの の場の 出が されています。その がこれからの上 町に で、それ れの 意

な を かしていくことで、町 の 支援 業となり るのではないかと考えました」と

話します。

「あったらいいな」から生まれた活動
　2019 年 は、 学 センターで開催した ルー ー を りに、 年、町に暮らす高齢者や 者、

移住者など 様な町 が集い、「 たちのまち 上 がこうなったらいいな」「もともと住んでいる人も、

しく移り住んだ人たちも けるまちにするには」を話し う「かみしほろあすわがミー ン 」を開

催。まちの 来を考え、交 やつながりを するための意見交換を で にわたって実施し

ました。そこで意見が出た、「 性の 場所がない」という に し、町 の 支援コー ー

ターが、町 に「まちなか 」を開設します。

　また、町の子ども子 て支援 の ン ー の「 を える たちのほっとできる場

所が 」という思いから、まち くり会 の 支援コー ーターが、「 の O ス ーシ ン」

を ち上げます。

　 は、それ れの 動をつうじて、子ども、高齢者、地域との接 を に 開し、 の見える、お

いさまの地域 くり と んでいるところです。

北海道上士幌町の生活支援体制整備事業

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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上士幌町の生活支援体制整備事業概要図（生活支援サービスを関係機関で一体的に提供）

高齢者・障がい者

（困りごと）

子育て世代
（困りごと）

事業所（人手不足）

サポーター

依頼者

＜需給調整＞

・マッチング機能

（社会資源全体を含む）

・情報集約・発信

・事業の進捗管理

＜住民活動の拠点＞

・haretaに 2層協議体

の機能を持たせる。

（互助の醸成に向けた

住民主体の作戦会議の

場をつくる）

・住民ニーズの把握、

人材の発掘に活用

課題解決の依頼

課題分析と解決策の創出 最適な担い手の発掘

生業開発

生業マッチング

サポーターリーダーを対象ごとに置き

課題解決に向けたマネジメント

一般 高齢者

＜人材育成プログラムの提供＞

各領域の生業に必要な知識や技術の習得をサポート

グループをまとめるリーダーの育成

町内の人材

登 録

仕事受注

一般住民
（困りごと）

＜マッチングシステム＞（ICT 活用）

時間にゆとり

のある高齢者

社会になじみに

くい引きこもりの

青年

ちょっとした時

間で働き

たい主婦

上士幌をもっと

知りたい滞在者

農業など田舎で

しかできない

体験がしたい人

課題把握・調整

＜期待される効果＞

・福祉的なサービス調整から一般依頼者からの受注対応まで広い範囲の課題に対応できるようになる。

・福祉関係機関とまちづくり会社の連携により、各種サービスを必要に応じて組み合わせて提供できるようになる。

・遊びや趣味では社会参加につながらない高齢者層へのアプローチが可能に

働く⇒人の役に立つ⇒報酬が得られる⇒満足感・生きがい・生活に余裕がうまれる。

・町民以外の参加も可能にし、働きながら町の良さを知ってもらう機会にもできる。観光と就労体験の組み合わせ。

・地域包括ケア体制構築に向けた「介護予防」と「生活支援」の中核的な事業になりうる。

子育て世代

人材の手配依頼

参加

相談

社会福祉協議会

第 1 層生活支援コーデ

ィネーター配置

・ヘルパー・ボランティ

アの調整機能

・移送サービス等

地域包括支援センター

・生活支援体制整備協

議体の運営主体

・高齢者の総合相談窓

口（虚弱・認知症等）

居宅介護支援事業所

・要介護認定者のケアマ

ネジメント支援

協働

相談窓口

ボランティア ヘルパー

中・長期移住者等

登 録 登 録

参加サービス調整

（株）生涯活躍のまち かみしほろ

第 2 層生活支援コーディ

ネーター配置

協働

令和４年度版
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上士幌町社協が取り組む生活支援体制整備事業

地域に根づいた「かあちゃんばあちゃん野菜市」

　上 町には、20 年 上 から く、 の 性たちに

よる「かあちゃんばあちゃん 市」があります。もともと

は いで ン を っての 販売でしたが、201 年

からは町 の高齢者施設 の地域交 ス ースで、 、

開催するように。 ン ーのなかに 理が 意な人がいたた

め、当初は ン ー同 でお ご を ていましたが、

の高齢者住宅に住む一人暮らしの高齢者が 市に来るこ

ともあり、一緒に を しんでいました。 理は を

、町 からも来 があるなどの人気ぶりでした。

　しかし、 コロナウ ルスの 行のもと、高齢者施設を

することが しくなりました。それでも「 しいから

けていけるんだよ」の 葉どおり、 市は町 の の場所

に移 をして、 も の 動を けています。

男性の居場所「まちなか農園」

　2019 年 に開催した「かみしほろあすわがミー ン 」で、「 性の 場所がない」という に し、

2020 年に 職した町 の 支援コー ーター、小 さんは、町 の きがいセン

ターの 地 に「まちなか 」を ち上げます。「上 はもともと に り んでいる人が

いまちです。地域の人の気 な通いの場として、 の見えるつながり くりを くりをとおして実

できれば」と小 さん。 くりに 味のある人や地域の高齢者ら 10 人が、おしゃ りをしながら

くりを しんでいます。ときには 地 の や りをすることもあるそうで、まちなか

の は しく えられています。

　 の くに住むある高齢 性は、

の 子を くして 宅に じこ

もりがちでした。 所の人や

者もその人のことを気にかけていま

した。その人の実 が で、

くりの知 があることがわかり、「作

業は しくても に イスを

もらえないか」と声をかけ、 ン ー

として しています。

　「 業で り む 上、

なる 動ではなく、つながりや交

かあちゃんばあちゃん野菜市

まちなか農園で子ども園の園児との交流

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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を目 とするために、当初から認 子ども

の との交 を 動に み んでいまし

た」と小 さん。高齢 性と との交 も、

子どもたちの笑 の様子に「元気でよかった

ね」という声が聞かれると います。 と

ともに て、 した は、 たちが

ち るだけでなく、 センターなどに

をするなど、地域 にもつながっています。

たちが を ち るときは、地域の

理 人による シ も えられ、

でもおいしく 理できるような もして

います。

　「実は、 が なんです」と る小 さん。まちなか が始まったときもなかば し、「 意

もあり、 から をつけていいのかわからなかった」と話します。 と をしながら、場所、

え け作物、 に声をかけたら えてもらえるかなど「 とつ とつ聞きながらの、 りでのスター

でした」と り ります。

　さらに、まちなか の 者から「こんなことやりたい 」と ち上がったのが、2022 年 月にス

ター した、20 0 の住 による「かみしほろ地域 うれしか」です。月 、 日に子

どもから高齢者まで、地域住 もがつどえる場になっています 18 までは 、 人は 100

の 動 援を かけ、 30 を 。まちなか に来ている 理 が するほか、 の

も されています。

　 を中心に、地域の交 がゆるやかに かく、 がっています。

気にかけ合う地域づくりへ　

　 に包まれた上 町 地区は、 100 年 く 地としてその を かせています。 行 な

ども いことから、地域での 心 のために、

を っている町 会 が中心となって、わんわ

ん ロール が始まりました。 の ついで

に地域を見守っていこうというものです。

　ほかにも、コロナ下でも気にかけ いの関 を

けていけるようにと、2022 年には 6 上を

としたス を開催し、16 人の高齢者

がつどいました。ス ー ンに LINE の

を れ、 人 で LINE の交換をしてみるな

ど、 作をしながら たなつながりの を学

いました。 のため、 な開催 とつな

げていく です。

まちなか農園の皆さん

わんわんパトロール隊
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ママのHOTステーションが取り組む生活支援体制整備事業

子育て世代のネットワーク化から多世代交流へ

　 子さんは、地域おこし として 2020 年 月にまち くり会 に と同 に

支援コー ーターに されました。 の であり、そして保 として障 のある子どもの か

り施設などで のある さんは、「子どもだけでなく の元気を支えることが 。 かって

いる間の子どもたちが しく元気に ごすだけでなく、 宅したあとに で笑い えるようなサ ー

が 」と い ります。

　 支援 業で目指したことの つは、 交 の地域 くり。そのためには、ま は子

て の ー が と、 ン ー

を実施します。そこから見えてきた「 たち

がほっとできる場所がほしい」という いにこた

えて、 後の がほっとできる 場所、

「 の HOT ス ーシ ン 下、 HOT 」

を ち上げました。

交流から生まれる気にかけ合い

　 HOT では、 日に れあい

で サロンを開催しています。おもに

までの と たちの交 の場ですが、同

日、同会場の で開催されている 護 に している高齢者たちと れ う 会が に

まれるようになってきました。サロンに ちゃんの様子を見に来たり、あやしてくれる高齢者が え、

な交 が始まりました。「ここで ちゃんに会えることが しみ」と話す高齢者がいるように、

の きな ーシ ンともなっているようです。

　月 発行しているおたよりを地域の 業所などに けるのは、子どもたちとその保護者。 HOT

に来る子どもの を きく し、ようやく き始めた年齢の子どもたちが りでおたよりを しま

す。その姿に、地域住 もにっこり。上 に く住む親子だけでなく、 などで移り住んだ親子もこ

うして知り い、会話が まれ、 を ったり を気にかけるなどの な交 が まれていま

す。「子ども が して町 に住んでいるため、 をつくっても できないから という高齢者

から で した のおすそ けをもらうこともあるんですよ」と さんは話します。

「ない！」から「安心した暮らし」へ

　「 さんが げる子 て の ー が 性 したことで、行 や認 こども 、子 て支援

センターも を け、 親の意見を り れながらサ ー 業を 開するようになりました」と

さんは話します。「 会とは い、子 て には があったらいいのに というものはたくさんあ

ります。たとえば、小 のある もその つですが、ないものをねだるよりも、 たちでどう

体操教室の合間に赤ちゃんに会いに来る高齢者

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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解 できるか、どうすれば 心できるかを考えることがたいせつです」と話す さん。 一のときに

心できるようにと と し、 の などを します。「 たちは 実な思いを って

に出かけましたが、実は も住 に な でいた

い、 たちと の見える関 をつくりたい、という思いがあっ

たことも、同 にわかったのです」と けます。

　 HOT は、 者を町住 に していないことから、

町から に来る親子 れもいます。なかには HOT の

から移住を めた人もいます。さらに、 HOT ができ

て 年目、設 に一人っ子だった子どもたちに が まれ

始めています。い れも「 HOT があるから 心して子

てができると じた」と うほど、ここで まれたつながりが

なものであることがうかがえます。

役割と生きがいを引き出し、地域で活躍

　そんな かなつながりを み出してきた さんですが、「

支援 業は 護保 の 業なので、その を っ

て子 て支援をすることに 発があったことも 実です」と話します。だからこそ、目指す 交 の

姿は なる 場所やイ ン に まら 、「その にどうつながり、関 性をつくっていくかがこの 業。

子 て も高齢者も、笑 でま り い、役割を って し う 来 を いています」と い ります。

　10 月からは「 ビ 」さんの 集を始めました。 HOT の の などに、その場で一緒に

子どもを見守ってくれる人を る みです。「 シを すと、80 の 性が らが声かけといて

あげるから と動き出してくれたり、 に来ている 性が たちみたいな年齢でもできること

を してくれてありがとう。こんな しいことないよ と

ってくれたり。 になっても かの になりたいとい

う思いは一緒で、それが たされてこそやりがいを じ、

きがいにつながっていくのではないかと思いました」と

話します。

　子 ての から「よくがんばっているね」とかけら

れた一 で子 てに が てたり、子 てに われてい

るときに地域の人からの し れで元気になれたり。そし

て ちゃんの の笑 がまた高齢者の笑 や元気を き

出しています。 な交 のなかで、高齢者が子 て中の

たちを気にかけるだけでなく、 たちもまた高齢者

を気にかけ、できることをお ししていく、そんなお い

の つ が を み出し、 しながら支え う上

町の 来を、子 て と高齢者の交 の に見 えてい

ます。

赤ちゃんに手遊びを教えてくれる地域高齢者

おたよりを配るヨチヨチ隊と地域高齢者
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双方向からの体制整備で目指すまちの姿
　2022 年度は、まちなか農園にママHOTの親子が訪れ、一緒にタマネギの苗植えを行い、その

後にお茶の時間を楽しむなどの新たな交流も生まれました。子ども園の園児よりもさらに低年齢の

子どもたちでしたが、まちなか農園のメンバーが優しく寄り添い、子どもたちにとっても忘れられ

ない一日となりました。

　「生涯活躍のまち」を目指す上士幌町で、生活支援体制整備事業も生活支援コーディネーターで

ある小泉さんと倉嶋さんの二人で進めていくわけではありません。それぞれの活動を支える町民チ

ームを地域にたくさん生み出し、そこにたくさんの住民が

関わっていけるようにと考えています。

　たとえば 2021 年度は、月１回、働く世代が集まる町民

チームを結成し、互いの強みを伝え合うワークや、地域に

貢献したい若者へのアドバイスを実施するなどしながら

意見交換を重ねてきました。「昨年度はコロナ下でもあり、

人を集めるイベントはできなかったのですが、それぞれの

コミュニティをつなげることができたと思います」と倉嶋

さん。今後は、さらに「本音で話し合えるために、集まる

時間やメンバーを工夫して開催していきたい」と意気込み

を語ってくれました。

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 北海道上士幌町　2022 年 12 月 20 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

女性だけの第２層協議体

小泉

主体＝協議体＝町民

参加したい！参加したい！

R４年度 LSC体制について

地域支え合い
推進会議

くらしま

町民

産前産後ママの
���ステーション

高齢男性の
まちなか農園

町民チーム② 町民チーム①町民チーム③

※ LSC＝生活支援コーディネーター

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修
「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」

開 催 日　2022年 12月 20日（火）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　67人、グループ参加　47団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　上士幌町社会福祉協議会 生活支援コーディネーター　小泉 彰宏

　　　ママのＨＯＴステーション 生活支援コーディネーター　倉嶋 香菜子

　コメンテーター

　　　宝塚市社会福祉協議会 地域支援部長兼企画経営部長　山本 信也

　コーディネーター

　　　全国コミュニティライフサポートセンター 理事長　池田 昌弘

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:45　　小泉彰宏氏、倉嶋香菜子氏による実践発表

　　14:45 ～ 15:00　　小泉氏、倉嶋氏、山本氏、池田氏によるディスカッション

　　15:00 ～ 15:10　　休憩

　　15:10 ～ 15:40　　参加者によるグループワーク

　　15:40 ～ 16:00　　グループ発表

　　16:00 ～ 16:15　　発表へのコメント

　　16:15 ～ 16:30　　まとめ

　　16:30 　　　　　　閉会

スペシャルゲストからのコメント

開 催 日　2022年 12月 20日（火）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　67人、グループ参加　47団体

スペシャルゲストからのコメント

佐藤眞由美氏（上士幌町保健福祉課健康増進・介護支援担当主幹／北海道）
　「あすわがミーティング」は、道南地区で開催されていた「まちづくりカフェ」の手法に着想を
得た社協の前任の生活支援コーディネーターから、「会議ではない、みんなで話し合う座談会のよ
うなかたちでまちづくりを考える場所があったら」と提案があり、実現しました。いろいろな世
代の方が気軽に参加できるように、まちづくり会社のカフェのようなスペースを使って、みんな
でお茶を飲んだりしながら遊んだり語り合ったりしながら、地域の課題ややってみたいことを話
し合う場として機能をしていました。
　倉嶋さんから「子育て支援」という言葉を聞いたときに、私自身も生活支援体制整備事業は介
護保険の事業なのになぜ子育てなのかと違和感があったことも事実です。ですが、同時に高齢者
のなかだけで高齢者に元気になってもらう、活躍していただくのは限界があるとも感じていて、
事業のなかで子育てを考えることに可能性を感じました。「子育て中のママたちがつながる場をつ
くり、そこから高齢者がいずれつながっていく。長い目でやっていこう」と関係者に説明を繰り
返しながらサポートをしてきました。実際、そこに来ている高齢者の顔を見ると、「力を貸しても
らう」ということがこんなにも高齢者が輝いていくということなのだ、と感動しています。

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修
「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」

29



孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

ディスカッション

池田昌弘 生活支援体制整備事業というところから考えると、第１層が高齢者、第２層が子育て、という

役割分担をしているのも新鮮です。小泉さんからお聞きした「まちなか農園」の取り組みは、特に高齢

の男性の活躍の場で、居場所を求めてつくられてきた。そういうなかで子どもたちとの交流などから子

どもと高齢者がつながり、広がり、元気になっています。倉嶋さんからの報告では、生活支援コーディネー

ターの報告で、これだけ赤ちゃんの写真が出てくるものはなかなかないと思いますが、聞いているとな

るほどな、とつながってくる話ではないかと思います。「私たち、このくらいだったらできるよ」とい

う声を活かすということは、高齢者の元気を引き出していくことにつながるのだと思いました。高齢者

支援ではなく高齢者の活躍という視点でとらえていくと、より広がっていくということが具体的に見え

てきました。

山本信也 お二方の報告で共通していたのは、「ありがとう」という言葉だったことが印象的でした。宝

塚市社協でも、これからの社会参加のかたちとして、高齢者の活躍をどう展開していくが非常に大事だ

と話しています。これから地域づくりを考えたときに、高齢者と赤ちゃんだけがつながるというわけに

はいかない。究極の社会参加とは、みんなが言葉をかけ合って、つながり合うということだと改めて考

えさせられました。そうした日常の交流のエピソードを教えてください。

小泉彰宏 まちなか農園の取り組みも３年目になりました。まちなか農園に参加されていて、交通指導員

もされている高齢男性は、以前に農園に来ていた小学生との交流がその後も続いているという話を聞い

ています。

倉嶋香菜子 いままで地域で声をかけられることがなかったママたちが、「買いものに行くと声をかけら

れるようになった。それがとても心強い」「地域にたくさんおじいちゃんやおばあちゃんができたみたい」

とうれしそうに話してくれています。

山本 いまお話いただいたようなことが、生活支援体制整備事業や、孤立をなくす地域のつながりづくり

のヒントだと思います。生活支援コーディネーターは、しかけることに力を入れがちですが、そのあと

の「どういうつながりができているか」を確認していくことは、地域共生の社会づくりに向けて非常に

大事なことと考えています。

池田 赤ちゃん便りを持っていくことで子どもの成長を一緒に喜んでくれる住民が増えてます。赤ちゃん

や子どもたちだけでなく、子どもをつうじてお母さん世代が、自分の親や祖父母世代の住民とつながり

ができています。若い人たちにとっても、自分たちが高齢になったら支え合っていかなければならない

んだ、ということを学ぶ場にもなっていると感じます。なにより、だれかに頼ってもいいんだ、頼って

みたら頼られた人も元気になるんだということに気づくことは、私たちにとって大きな発見ですね。

ディスカッション
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「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」

参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）

◉

高齢者の支援をするという視点から、互助とか活躍

の場をつくるという視点に転換することに気づけま

した。企画力や実行力がすごいと思いました。ヨチ

ヨチ隊や「ありがとう」と言ってもらえる場はすご

く良い機会だと思うので活動に活かしたい。（地域

包括支援センター／個人参加）

◉

生活支援体制整備事業とは何ぞや？ということをま

ずは地域の人たちに深く浸透させる必要性を感じま

した。そのための生活支援コーディネーターや行政

と、社会福祉協議会との連携を経て、民生委員や区

長を始めとした地域住民への浸透の方法をどうすれ

ば良いのか？というのが自分たちの課題としてあが

りました。（市高齢者福祉部門、第１層生活支援コー

ディネーター、第２層生活支援コーディネーターに

よるグループ参加）

◉

参加者に地域活動者がおり、そこの圏域のことにつ

いてお話ししました。そこでは新幹線の高架下にて、

個人的に植物を育てている方や井戸端会議的な集ま

りの場になっており、その方々を巻き込んで「野菜

やお花づくり」をテーマに活動の場にしていっては

どうか、という話になりました。（市社協、市地域

包括支援センター、町会によるグループ参加）

◉

高齢者と子育て世代の交流の場をつくり、地域の高

齢者と子育て世代が顔の見える関係になるところか

ら始めることができればいいのかなという意見が出

ました。地域での活動内容を周知するところから

始めてもいいのかという意見が出ました。転入者が

多い地域より、古くからの住民が多い地域のほうが

地区での活動も盛んなため、そういった地域性もス

ムーズに進めるためにはまず必要なのかなと意見が

出ました。農園の維持費などの予算はどうされてい

るのかが気になりました。（区地域支えあい課、区

社協によるグループ参加）
◉

【わかったこと】事業所と LINE などを活用して

つながる方法がある。高齢者と赤ちゃんの共通点

の多さ。高齢者対象の支援という意識が無意識に

あり、多世代の情報などをキャッチしにくくなっ

ているかも。よく地域を見ると多世代交流の活動

がある（大学生×子育て世代）。【深めたいこと】

公民館と保育園のマッチング。もっと地域の多世

代の情報を収集していきたい。中心地の薬局やそ

の他企業とのつながる方法。区の子ども会や老人

会との連携（イベントを通して）。（市福祉事務所、

市地域包括支援センター（第１層生活支援コー

ディネーター、第２層生活支援コーディネーター）

によるグループ参加）

◉

一定の所属から多世代へ事業を展開した素敵な事

例を聞き刺激を受けました。一方で、①つながる

ことが苦手な対象群をどうつなげていくか、②全

世代交流するための財源問題など課題が上がっ

た。福祉担当でない課の職員も参加したので、各

課にてフィードバックしていきたい。（市企画課、

市福祉事務所、地域包括支援センターによるグ

ループ参加）
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『生活支援体制整備事業から多世代交流へ』アンケート結果
（2022年12月20日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『生活支援体制整備事業から多世代交流へ』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
67 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 3 福島県 1 石川県 1 愛 県 5 島県 2 県 1 

青森県 1 栃木県 1 福 県 1 京都府 2 山 県 2 大 県 1 

岩手県 1 群馬県 2 長野県 6 大阪府 4 愛媛県 1 鹿児島県 1 

県 1 県 3 岐阜県 2 兵庫県 16 県 1 沖縄県 2 

県 2 新潟県 1 県 1 和歌山県 1 福 県 1   

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
67 件の回答（総回答数 98 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
67 件の回答（総回答数 87 件）

その他回答【4回答（各 1件）】

[ （地区 ）、 、社協生活 、大 生]、地 住 、介護予防センター（札幌市の 事業）、 生地区社会福祉協 会

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
67 件の回答 67 件の回答

20歳代 14.3% 30歳代 21.4% 40歳代 25.5% 50歳代 28.6%

60歳代
8.2%

70歳代以上
2.0%

② 年代

行政 43.7% 社協 43.7% 包括 27.6%

NPO・一社
2.3%

民生児童委員
4.6%

その他
4.6%

③ 所属

たいへん

よかった

67.2%

よかった
26.9%

6.0%

たいへん参

考になった

46.3%
参考になった

40.3%

10.4%

参考にな なかった

3.0%
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●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●高齢者への支援というとらえ方から活躍を考えると、今行っているサロン一つにしても何か工夫ができ

そう。また、持続可能な支援を考えると、高齢者だけではなく世代を超えた交流や活動と聞き、地域の

祭りを思いおこした。祭りは担い手がいないと悩んでいる現状と、この事業も絡んでくるのかなと。あ

りがとうございました。前向きになる研修発表でした。

●うちの地域と人口規模も同じくらいなので、そのなかでの動きがとても参考になりました。『高齢者支

援から高齢者活躍』の視点が、今後の私にとってとても役に立つと思っています！

●高齢者を支援するという視点から、どうしたら活躍する場がつくれるのかという転換する視点の気づき。

また、高齢者にちょっとしたお願いや役割を担うことで、生き生きとした生活へつながるきっかけにも

なることがわかった。

●新しい視点を与えていただき感動しっぱなしでした。持続可能で、とても希望を持てる内容だと感じま

した。数年後の自分の地域もこのように皆がイキイキ明るく過ごせるようになっていたらいいなと思い

ました。

●どこも同じで、人と人とのつなげ方だけの違いだと思った。つなげるツールが違うだけなんだと思えま

した。地域性があるから同じことを真似するだけではうまくいかない。地域にあったやり方を見つけて

いくことがたいせつ。

●「まちなか農園」が取り組んでいる農作業をとおした居場所づくりや「ママのＨＯＴステーション」のシ

ニア世代と子育て世代が集まって多世代交流が気兼ねなくできるコミュニティがあるのはとても魅了的

だった。工夫一つで今ある活動や地域資源を組み合わせて、いろんなイベントができるなと参考になった。

●生活支援体制整備事業における高齢者支援のあり方が大きく変わったような気がします。多世代交流が

高齢者支援に必要であるとの根拠となる資料づくりがたいせつだなと思いました。

●多世代間交流を通じて、地域の福祉力向上につながっていることが理解できた。また SNSを活用して、

若い世代との情報交換ができていたので、SNSの使用を検討してみたいと思えた。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●グループワークへの切り替えも、自動的にスムーズに切り替えられていた。

●楽しく素晴らしい事例をいつも発信してくださりありがとうございます。日本全国のいろいろな事例を、

どうやって集めているんでしょうか。

●グループ発表の際、音声が聞き取りにくいグループがいくつかあった。運営側で聞こえにくいなと感じ

た場合は、相手方にその旨を伝えるなど工夫が必要ではないかと感じました。

●グループ参加の方法だったので、研修のなかで話しあえたことが良い。会議では学習したことや感じて

いることをなかなか話し合えない。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。
（自由記述／一部抜粋）

●質疑応答でより具体的なことが聞けるのでとてもいい研修だと思いました。もっと質疑応答の部分が長

く持てたらいいとも思いましたので、今後よろしくお願いたします。

●地域包括支援センターに入職してまだ日が浅く、知らないことや学ばせていただくことがたくさんあり

ました。グループワークでも皆さんの地域への思いを聞くことができて良かったです。

●グループで参加すると、実践報告を聞いたあとの意見交流会が、どうしても身内の話に偏る面がいなめ

ないなと思いました。他市町村の人と話したい場合は、あえて個人参加にするほうが良い部分もあると

思いました。
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フォローアップ意見交換会

日　　時　2022年 12月 26日（月）11:00 ～ 11:30

開催方法　Zoomによるオンライン

参 加 者 ●北 高齢者支援等に携わる専門職有志のグループ（北海道）

　　　　　　　　介護予防センターの職員、病院勤務のPTなど、さまざまな所属による有志チームで参加

　　　　　●栃 市社会福祉協議会・地区社会福祉協議会（栃木県）

　　　　　　　　第１層生活支援コーディネーター、地域包括支援センター職員、市社協、地区社協会長、

　　　　　　民児協会長と参加

　　　　　●香 市町村（香川県）

　　　　　　　　町役場、生活支援コーディネーター、地域包括支援センター職員と参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●北 　私たちのグループでは、介護保険制度の範囲では65歳以上の高齢者を目的としていても、その当

事者が当事者を支えても意味はなくて、多世代を交えていかなければ持続性のある支援は成り立た

ない、ということが共通の意見でした。ただ、それを実現するためには何からスタートすればいい

のかがわからず、若年層と高齢者がお互いを遠巻きに見て、実際に混じって何かを活動するという

場面がなく、ここをどうつなげばいいのかを考えていかなければいけないね、と話をしました。

●栃 　高齢者の活躍の場所をまず見つけるということに感銘を受けました。「まちなか農園」の取り組み

は、自分たちの地域にも耕作放棄地がたくさんあるので、そうしたところに人が集まるようになる

といいのでは、という意見が出ました。

●香 　上士幌町の人たちは、もしかしたら「子育てをみんながやってるまち」ということが誇りになっ

ていくような取り組みを始められているのでは。それが本当の地域づくりで、みんなが活躍できて

いることがまちの誇り、となることが大事だと思いました。そして、そうした誇りにつながるよう

な活動を確かめながら取り組んでいくことが大事だという話をしました。

●今後について

●北 　上士幌町の取り組みは非常にのびのびと展開されていて、非常にうらやましくも感じましたが、

その地域独特の暗黙のルールや、いろいろな課題などとも戦いながらされておられるのだろうと思

います。私たちも、いろいろな地域の話を聞きながら自分の地域にどうアウトプットして落として

いけるか、前向きに取り組んでいきたいと思っています。

●栃 　本市は２層の生活支援コーディネーターの配置がなく、社協で雇用した３人の地域福祉推進員が

その役割を担っています。その人が地元にも精通しているので、商店に人が集まっていると聞けば

そこに行って話をして、集まりの場づくりを話しています。活用できる助成金をお伝えして、集まっ

ているところをサロンにつくり上げるようなコーディネートの役割をしています。

●香 　活動の会を立ち上げようといっても簡単にいかないところも多く、生活支援コーディネーターが

地域にあるものと、高齢者が活躍できるところをつなぎあわせて、その人が地域の中で元気になっ

ていることを一緒に経験できる機会を積み上げていくことも大事だと思っています。必要な居場所

を立ち上げるということと、こうした個人的な元気になっていくエピソードを両輪で、まちの中で

経験できるような一歩を踏み出していきたいと思っています。

フォローアップ意見交換会
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野焼きの合間にお茶のみ

楽しくフキの処理作業中

秋田県藤里町 2023年1月17日開催号

目次

地域共生社会に向けた、活躍支援事業…………………２ 

「支援される人」＝「活躍できる人」へ…………………４ 

特産品づくりで活躍………………………………………７

≪講座のご案内≫
2023 年 1月 17日（火）14：00～ 16：30

「全世代の活躍支援」
　ゲスト………………藤里町社会福祉協議会　会　　長　　　菊　池　まゆみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長代理　門　田　　　真
　コメンテーター……一般社団法人釧路社会的企業創造協議会　代表理事　櫛　部　武　俊
　コーディネーター…全国コミュニティライフサポートセンター　理事長　池　田　昌　弘

　 きこもり者 の支援や の特 開発で知られる 町では、高齢 が 割目 となり、「

役のまち くり」を目 に げて、201 年に の「 ナ ン 」をスター させまし

た。 が くなっても、 もが し出 のある地域を目指して、人 くり くり 者支援

に り んでいます。

お申込み方法は
こちらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

藤里町

秋田市秋田市

大館市大館市

全 世 代 の 活 躍 支 援
（藤里町社会福祉協議会）

全 世 代 の 活 躍 支 援
（藤里町社会福祉協議会）
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人 会の を る 県

町。中山間地の小 であ

るこの町で、高齢者や障 のある人、

きこもり者などが、特 となった

「 まいたけ シ 」の 販

売に わり、人 の やお

りの 、 の かきなどに

して しています。

　「高齢 がすすむなか、町 が

、地域の役に ちたい と うなら

ば、それを 援するのが たちの

です」と く るのは、 町 会 会会 の まゆみさん。 役のまち くりを げ、年

齢や障 の にかかわら 、 でも人 ができる「 ナ ン 」を 201 29 年に ち

上げました。 、町 の 割を える 00 人が し、 の い人も、認知症 のある人も、 様

な 動 で しています。

　「支援する 」ではなく、「 する人 」と え、 葉で できるようになるまでには、3 年に

わたる町 の 行 がありました。

支援が必要な人は、支援する側にもなれる！「藤里方式」
　 支援の は、 県下で「一人の も見 さない」を 葉に、1980 年から り

まれた ー 動 業です。ご本人の同意を て、その人の暮らしを支える仲間 くりがすすめ

られました。当 を り り、

さんは、「地域の人を支援

する される に する

や、 を見つけ出す

動 に る うさがあった」と

話します。 人 や ン

動 の理解も しく、

うちのおじいちゃんは 日、

人 で んでいる とい

う認 が一 で、地域に

していることを 知する も

ありました。 の ーシ ル

ー ーの に されると

いう もあり、 として

地域共生社会に向けた、活躍支援事業

町民みんなが生涯現役！

白神まいたけキッシュ（税込1,900円）

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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り む 性を じていたと います。

　 に した さんは、200 1 年、地域 ータル 業に します。「支

援が な人は、支援する にもなれる」という発 のもと、「 」と けて、地域の役に ち

たいという思いに り う支援を、 として始めます。あわせて、 ンス の をつく

るため、地域包括支援センター、地域 動支援センター、 のコミ ニ ーシ ル ー ー CSW

の 者で一 に り み始め

ました。す て が して

いたこともあり、報

を に ることで、 支

援をス ーズにすすめられるよ

うになりました。

　一 で、 の を地域

と えて地域支援や施 につ

なげる や、地域の 会

を に できる人 が

だと考えるようになりました。

　また、 業を通じて地域の声

を拾うなかで、所 する場所を

もたない 者 の支援が と

じ始めます。

【藤里町の概況】
　秋田県の北部にある藤里町は、面積が282.13平方キロメートルと広大
で、その９割は山林原野です。世界遺産である白神山地の南側に位置し、
白神山地を水源とする藤琴川と粕毛川が町内に流れています。誰でも容易
にブナ林・亜高山植物・湿性植物の観察ができ、キャンプ場を含めて、多
くの観光客に親しまれています。

【2022 年 4 月 1 日】

人口　   2,989 人

世帯数 1,329 世帯

高齢化率  48.67％

藤里町社会福祉協議会　〒018-3201 県山本 町 0 センター

　　　　　　　　　　 TEL 018 - 9-28 8

　　　　　　　　　　　キッシュやうどんのご注文はこちらから⇒ http://fujisato-shakyo.jp/
事業内容

支 援 ナ ン 、 ン 動、まち 、こみっと センター 、

発 町 ロ 、 を かした交 、 会、でらっと ン

心 地域包括支援センター 地域 動支援センター、 ル ー イサービス 認

知症 ルー ー 宅 護支援 業、 支援ハウスぶなっち

職員体制 9 人

　 人 人、地域 動 人、 支援 護 8人、 護 支援サービス 32人

右から、事務局長代理の門田真さん、会長の菊池まゆみさん、就労継続支援Ｂ型
事業所管理者の菊地孝子さん
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「支援される人」＝「活躍できる人」へ
そこで、2010 22 年 月、 の 「こ

みっと」で 支援 業を始めました。 きこも

り者 者、 宅障がい者などの 者

を、地域 るみで支え、 もが や

ン を目指せる場です。

　「こみっと」には、 にも える 理

や のほか、地域住 が える 同 所、

会 、サー ル などがあり、 動 交 の場

としての があります。2006 2008 年の実

で した、学 にも職場にも所 していな

い 18 の町 113 人を して を

かけ、こまめに情報 を行いながら、 の エーシ ン 動や コン 作の 、

の 理 接 などで 動し始めました。

　また、地域の や 業者 から を けて、こみっとの が に じて職員の支援を けな

がら を行い、 に を支 う「こみっと ン

」に り みます。さらに、 の しい特 とし

て が開発した「 まいたけ シ 」も が

を い、初年 で 0 の売り上げを 。201

年には、「 まれの ち こみっとうどん」を

して、 で し始めます。

　このような 動が、地域 くり 地域 の

として から 目を るようになりました。

誰もが活躍できる風土づくり

　こみっとの 動の には、「 できるくらいの がほしい」「人に にされない職業に きたい」

という まっとうな 情を け止め、それを実 するお いをする きだ、という の があり

ました。「 業 の人間は、 の暮らしまで き上げればよいと考えがち。しかし、本人たちは、

のほどこしはいらない と い、もっと上を目指していることに気 きました」と さんは話します。

の「 」を えた 町 の みは、 もが できる を開 していきます。

　こみっとには、 だけでなく、 同 所や を する地域の人も出 りします。 が職員

なのか 者なのかわからないまま、 見知りになります。当初「地域の人が い」と っていた

が、「あのおばさんは、おせっかいだけどいい人ですよ」と話すような関 性が まれます。 理を

うシル ー ン の人も、同じ 理場を う仲間として と出会い、 し う関 を いています。

　そして、「 まいたけ シ 」の初年 0 の売り上げが、町 の意 や 見を えていきま

した。それまでは、「こみっとにお いしたい人はいますか？」と地域の人に声をかけると、「 が そ

福祉の拠点「こみっと」

こみっと内の共同事務所

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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うとしているのに、 くような をしたくない」「そ

っとしておきなさい」という意見が くありました。そ

れが、 シ の売り上げを に、 らは をする場

がなかっただけで、本来 できる人なんだという考え

が実 をもって がり、「学 にも職場にも所 してい

ないなら、こみっとに行って って来なさいよ」と気

に声をかける に 換したのです。

　こみっとの は と 業し、 職していきます。

らしいことですが、こみっと ン の人 が りな

くなって、 けられない もでてきました。

プラチナバンクで「地域の役に立ちたい」

　そして、 に した「 ナ ン 」の ち上

げにつながります。 町では 201 年 から「

役のまち くり」を げ、人 くり くり 者

支援を 3本 に、 者と ばれる人たちが い になる

地 に り んでいます。 ナ ン は人 く

り 業に けられます。

　実施にあたっては、 地区の 人 など に

り、「 が くなったという人には、 で できる を、さらに でできる を が して

きます」と いたそうです。

　 ナ ン は、 、 間、やる気、 などの 目をもとに 区 があり、 、 、

イン とさま まな 動 があります。 の 動支援コー ーター 3人と、 の住

ー ー 童 員や 理 など 10 人を中心に されています。

　実 に、100 い人が「 でも役 つことがあるの」と んで 。住 同 で 意 の 役と

なり交 する「まち 」で、 での として、 に んだ出 集 について 話しました。

当日は、 の きで、 3 つ の を 。 を して した には、「また に

を んでくれる？」と の ーシ ンにするほど、 きがいとなっています。

　 、 ナ ン で してい

る人は 100 人ほど。 動支援コ

ー ーターは、 職をする支援で

はなく、住 の「地域のお役に ちた

い」という思いを け止めて、 える

役割があると考えていますが、 者

に して くりや ン が

いついておら 、 行 が いて

います。

こみっとうどん 季節のセット（税込500円）

おいしそうな山菜料理
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孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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特産品づくりで活躍
　 では、 ナ ン とともに、

町 の の場 くりとして、特

くりにも り んでいます。「 っこビ

ス」はその一つ。 県上 町の「葉

っ ビ ス」に を て、 や

ビの っこを り出し、 やわら

などを しています。また、地元

の山 を した の味シ ーズ「

」を しました。

　 の イサービスを していた

高齢者のみなさんに、山で った を

ち んで むきをお いしたら、

エーシ ン 動には目もくれ 作業に し、きちんと後始 をして イサービスを られたそうです。

「 もできない人はいない」ということを、日 、職員のほうが気 かされています、と さんは話します。

　 っこビ スや山 の の は、まち と同じ 物にあり、まち に し

たついでに、 作業も えるような をしています。 する地区 人 を 援するため、

動の一 としてまち に したり、 の をする みもつくりました。

　 理の門 さんは、「一緒に山に り、山 りや ビ りをすると、住 の さんの知

と に されます。 の 格は役に た

、指 を ける です。みんな い を えば

できる人なのだ、と に ちて、いまでは 会

だけでなく、 ナ ン の ー ー 10 人が の

上 です」と目を かせます。山の作業の 間にする

お茶飲みは、みんなのお しみ。「 も わなくても、

に 意されています」 門 さん 。

　 者ではなく、 する人 という考え の ース

には、「 する の な 」を にす

る の思いがあります。

生活に根差した取り組み

　 では、町 の 者が 町の暮らしを する

ロ を 意しています。町 の高齢者から

の むきを わり、一緒に山に って山 や っこ

りを します。山の を に動く高齢者に、

者はついていくのが 一 になりながらも、「つくら

山の作業はお手のもの

力を合わせて作業中
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れた 」ではない ルを で じま

す。「 になって山 の むきをするのが

しかった」「高齢者が格 かった」という

者たちの が、 役 の 味

を えます。

　コロナ下での きな は、開発した

の売り上げが ちたこと。それまでは、年

間 0 60 の を け れ、お に

を買ってくださっていたものが えまし

た。「 売で がありません 」という

場のうれしい を聞けなくなり、地 に

業をされています。

　また、住 の山での 動はできるだけ止め

ないように支援し、「 間のお茶飲みを

間にするなど 小しました」と門 さんは話

します。

　 業を通じて地域の声を拾い、 なる

な てを考え、 間がかかっても にして

きた 町 。「 を けても、す に

実 できないことのほうが いです。

そのた に、あなたの声は町に ける

からねと えてきました。あきらめな

いことが 」 さん 。 業を

にこなすのではなく、「 に

した り み」として で 開する姿

が、 町の地域 会 くりの

にあります。

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 藤里町社会福祉協議会　2023 年 1 月 1 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

気持ちは乙女

山道も慣れた足取りで

みんなでフキの皮むき作業

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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「全世代の活躍支援」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「全世代の活躍支援」孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「全世代の活躍支援」

開 催 日　2023年１月 17日（火）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　藤里町社会福祉協議会 会長　菊池 まゆみ

　　　藤里町社会福祉協議会 事務局長代理　門田 真

　コメンテーター

　　　一般社団法人釧路社会的企業創造協議会 代表理事　櫛部 武俊

　コーディネーター

　　　全国コミュニティライフサポートセンター 理事長　池田 昌弘

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:35　　実践発表

　　14:35 ～ 14:55　　菊池氏、門田氏、櫛部氏、池田氏によるディスカッション

　　14:55 ～ 15:05　　休憩

　　15:05 ～ 15:35　　参加者によるグループワーク

　　15:35 ～ 15:55　　グループ発表

　　15:55 ～ 16:15　　発表へのコメント

　　16:15 ～ 16:30　　まとめ

　　16:30　　　　　　 閉会

委員からのコメント

開 催 日　2023年１月 17日（火）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

委員からのコメント

櫛部武俊委員（一般社団法人釧路社会的企業創造協議会　代表理事／北海道）
　2022年 12月の社会保障審議会で、「生活困窮者自立支援制度および生活保護制度の見直しに

関するこれまでの議論の整理」の中間とりまとめがなされました。いままで言われてきた「就労

によって保護をやめることが自立の助長」と言われていた自立の概念が、「経済的自立」だけでなく、

生活保護を受けながらも社会生活や日常生活の自立がある、という議論になっています。つまり、

経済的自立だけではなく、社会のなかで活躍することが大事ということで、藤里町の実践はまさ

にそれを体現したものです。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

池田昌弘委員（NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター　理事長／宮城県）
　門田さんが、「住民が私の上司」と言われるように、徹底して住民の皆さんが楽しく生きる、活

躍できるようなことを支えておられます。それが結果として住民の皆さんの生きる力になっていっ

たり、つながる力になっています。
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ディスカッション

櫛部武俊　私は、その人の自尊心や自己肯定感、笑顔などをたいせつにする取り組みは何よりもたいせつ

だと考えて、釧路市で生活保護受給世帯の自立支援を続けています。2011 年に藤里町に見学に行っ

た際、菊池会長は「ひきこもり支援にスポットがあたっているが、そうではない」と言っていたことが印

象的でした。居場所もたいせつですが、特産品のまいたけキッシュの完成度が高いことからも、藤里町で

はそこにある作業や労働という機能の重要性、つまり、地域づくりや仕事おこしを重視されていたと感

じました。

　　日本の就労支援の多くは、研修や訓練型が重視され、一般就労につないでいくか、働けないならば居

場所でお茶を飲む、というかたちで、就労か居場所かという二者択一な発想です。これでは、働きづら

さや生きづらさを抱えている人にとってはなかなか厳しいと考えます。地域で仕事のネタを興して、そ

の人だけでなく地域の人と一緒に取り組む活躍支援のたいせつさに改めて気づかされました。

門田真　コロナの間も、私たちはなるべく活動は止めないように、皆さんが参加できる場はなるべくなく

さないように頑張ってやってきました。プラチナバンクでは、作業の合間に「一服」という自由な時間

があり、皆さんそれを楽しみにされています。コロナで飲食や会食の制限が起き、それだけが唯一、縮

小せざるを得ないところでしたが、私たちの目の届かないところでこっそりやっているところもあった

ようです。

櫛部　一般的には、ひきこもりの人の行く場所をつくり、製品をつくって、収入に結びつくところで終結

となりますが、藤里町ではここから本題。プラチナバンク、全世代の活躍支援へと展開していきます。

その要素はいったいなんでしょうか。

菊池まゆみ　藤里町には、ひきこもりのこみっとバンクの人と、高齢者のシルバーバンクのシルバーさん

がおられます。たとえば、地域から「雪かきしてほしい」という要望には、経験のあるシルバーさんと

力のあるひきこもり者との組み合わせで派遣することで、うまくまわっていきました。

　　ひきこもっていた方々が社会復帰を果たせるようになると、一般の会社への就職を選択される人が多

いのですが、そうすると、ずっとひきこもっていた人に新たに仕事を覚えていってもらうことになりま

す。キッシュづくりなどではどうしても技術差が生じてしまいます。その穴を埋めてくれたのがシルバー

バンクでした。最初から協力し合っていたので、「シルバーバンク」「こみっとバンク」と分けるほうが

不都合だったので、全世代で対応できる仕組みにしました。高齢者が役割を持って生き生きと暮らし、

ときには若い人たちにも指導が入ります。どちらが支援する人、される人かわからないけれど、そのほ

うがいいんだと思っています。

池田昌弘　福祉の世界で当たり前なことが、地域では当たり前ではなかったのかもしれない、もちろんそ

の逆もあります。そうしたことに気づくこともたいせつですね。

ディスカッション
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参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）

◉

若者と高齢者の相性がいいというキーワードが心に

残った。高齢者の方たちが培ったものを若者に伝え、

若者が得意なものを高齢者に伝えるといった支える

側と支えられる側どちらにもなれるという活躍の場

ができるといいと思った。（市町村／個人参加）

◉

相談があったときに「社会資源につなぐ」という考

えはあったが、「仕事をつくる」という発想がなかっ

た。グループ内で「全世代の相談を受ける際、包括

職員はさまざまな組織等とつながることが重要だと

思うが、情報をどこで得ればよいか分からない」と

いう感想に対し、「中間支援組織や社協、行政など

が情報を共有できるネットワークが重要である」と

いう意見があった。（町社協／個人参加）

◉

作業場などの居場所づくりや、活躍できる場をつく

りたい、という意見が出た。「社協がしっかりして

いるね」という意見をグループ参加者からいただい

た。今回の研修会を主催した社協として、頑張って

いかなければならないと思った。（市、市社協、地

域包括支援センター、住民によるグループ参加）

◉

事例報告を聞いて、わが村ではどのようなことがで

きるかを話し合った。藤里町での特産品を活かした

製品づくりについて、どのように取り組んでいたか

をもっと聞きたい。わが村では特産品も少なく、就

労先も少ないが、そうしたなかでもどのようにつな

げていくかが今後の課題だという話をした。（村、

村社協、地域支え合い推進員によるグループ参加）

◉

「困ったことは何ですか？」と聞くと、困ったこ

と以外が話せなくなってしまう。活躍支援を行う

場合は別の声かけや関わりが必要だと考えさせら

れました。個別支援からこみっとにつなげる際、

法人内や関係機関でどのように連携していたのか

気になったという意見がありました。また、自分

たちの地域にある付加価値のあるものとは何なの

か考えさせられました。（町社協によるグループ

参加）

◉

自治体の規模としては大きいところで山があるわ

けではないが、私たちの地域でもまだまだできる

ことがあるのではないかと話し合いました。私た

ちは、町会を１か所ずつまわって、住民の取り組

みを聞くことを続けています。住民のなかには非

常に力のある方もいるし、住民相互のつながりも

まだまだあります。私たちができることとして、

ネットワークを把握してつなげていくこと、見つ

けていくことと同時に、ネットワークに入ってい

ない孤立している人と直接つながっていくことも

大事だと話し合いました。すべて場を整えて居場

所をつくったりサービスをつくってそこに当ては

めようとする視点になっているのではないか、と

いう反省もしました。（地域包括支援センター、

ブランチ、地域福祉コーディネーターによるグ

ループ参加）
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『全世代の活躍支援』アンケート結果
（2023年1月17日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『全世代の活躍支援』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
48 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 4 福島県 2 東京都 1 岐阜県 2 京都府 2 島県 1 

岩手県 1 栃木県 1 新潟県 1 府 1 大阪府 2 福 県 1 

県 2 群馬県 1 石川県 1 愛 県 1 兵庫県 10 県 2 

県 2 県 3 長野県 2 県 1 和歌山県 2 沖縄県 2 

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
48 件の回答（総回答数 73 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
48 件の回答（総回答数 65 件）

その他回答【2回答（各 1件）】

[介護予防センター、 、 、 2 参加メンバーは所属 ってい ]、 ー ン

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

たいへん参考

になった

47.9%

参考になった
52.1%

たいへんよかった
72.9%

よかった
20.8%

6.3%

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
48 件の回答 48 件の回答

20歳代 15.1% 30歳代 19.2% 40歳代 27.4% 50歳代 32.9%

60歳代
4.1%

70歳代以上
1.4%

② 年代

行政 39.7% 社協 39.7% 包括 31.7%

3.2%

NPO・一社
3.2%

民生児童委員
1.6%

な
1.6%

その他
3.2%

③ 所属
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●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●「困っていることはないか？」ではなく、「こういうことで助けてもらえないか」という声かけがとて
も大事だと実感しました。「ひきこもり」という言葉に抵抗を抱く人も多いと思うので、カテゴリーを
外して、同じ目線でのかかわりが重要だと思いました。
●人口も高齢化率も似た町の事例を聞くことができ良かった。高齢者が多い＝元気のない町ではない。デ
イに通っている＝なにもできない人ではない。先入観を取っ払うと、さまざまな可能性が見えてくると
感じた。
●プラチナバンクやひきこもり支援、また活躍支援という視点など、研修全体をとおしてたいへん学びが
ありました。「困ったことはありますか？」と聞いたら困ったことしか言えないということについて、
活躍支援を行う場合はどのような声かけを行ったらよいかなど、支援を行う姿勢についても考えさせら
れました。
●藤里町の実践については、迷いながら、やってみながら形を変えていくことをおそれずに進んでいく姿
勢（覚悟）がすばらしく、理解はできますが、実際に自分の職場でやることはとても骨の折れることだ
と感じました。進んでいくためにあきらめず、粘り強くがんばる気持ちに触れることができ、小さなこ
とからでも自分の職場でがんばりたいと思いました。
●支援する側、される側という視点を変えるということをお聞きし、目が覚める思いでした。また、「ひ
きこもり」ではなく、「どこにも所属していない人」を探すということで、いろいろなところにチラシ
をまいたことで情報が集まったということにも、そういう方法があったのか！ と思いました。「できな
い！無理！」ではなく、何かできるかもしれないという思いで仕事に励むという姿勢に背中を押された
思いがします。
●専門職の見方として、対象者が助けの必要な人であると当たり前のように定義づけしてしまっているこ
とに気づかされました。
●「個別ケアはできているが、地域課題に結びついていない」まさにそのとおりと感じています。福祉で
まちづくり、地域トータルケアを推進されていること、町の資源をどのように結びつけていくか、考え
させられました。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●立派な話を聞いて終わりでなく、グループトークを取り入れ、返していただくことで、具体的な調査や
活動など流れのイメージがつかめることにつながる研修なので、嬉しいです。
●運営はいつも通りで安定していて、池田理事長の深堀りの仕方も、聞きたいことが聞けて満足しています。
●多くの人が参加できるオンライン研修を企画くださり、ありがとうございます。
●グループワーク発表時間が長いように感じます。講師の講義や取り組み内容をもう少し詳しく聞きたい
です。
●いろいろな地域の人たちとオンラインでつながり、すばらしい話を聞かせていただくことができました。
また来年もあるようであれば、ほかの職員にも受けてもらうように勧めたいと思います。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。（自由記述／一部抜粋）
●発表者の力強い言葉に、社協職員としての活力をもらいました。ありがとうございました。
●菊池さんのお話は心に染みる内容であふれてました。ありがとうございました。できないこともあるが
「あなたの声は必ず届けるから」胸に刻んでがんばります。
●全世代対象に活躍支援が行われていることに感動しました。いいことだけでなく、苦労したお話も聞け
て参考になりました。生きがいづくりや、活躍の場をつくることのたいせつさを再認識したとともに、
根本である「生きてるなぁ」と感じて生活できるようにお手伝いしたいと思いました。
●今回のグループワークは行政職員が多いように感じました。行政職員は行政職員同士で意見交換をされ
たほうが実りのある内容になったのではないかと感じました。
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フォローアップ意見交換会
日　　時　2023年１月 19日（木）16:00 ～ 16:30
開催方法　Zoomによるオンライン
参 加 者 ●長 市町村社会福祉協議会（長野県）
　　　　　　　　第２層生活支援コーディネーターで参加
　　　　　●和 市社会福祉協議会（和歌山県）
　　　　　　　　市社協、住民と参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●長 　藤里町社協の「全世代型の活躍支援」について、そこに至るまでの努力の積み重ねに感服しました。
　今回は生活支援コーディネーターのメンバーで参加したこともあり、生活支援体制整備事業の枠
組みのなかで話し合いが進められました。介護保険財源の事業ですので、本市では高齢者のみを対
象としているため、ひきこもりの人や子育て中の人を対象にした活動には理解を得られないところ
が苦しいところです。また、農業についても対象ではないと言われており、打開することが難しい
状況です。
　ですが、次年度より重層的支援体制整備事業に取り組むこともあり、連携した横のつながりのな
かで新しいことができないか、期待をしています。

●和 　以前に藤里町社協の取り組みを学ぶ機会があり、研修を楽しみにしていました。藤里町は、入口
から出口まで支援を積み重ねているのは、住民の皆さんと対話を重ねているからだと思いました。
みんなが「やりたい」と思えるような自然な言葉かけや気配り、心配りも多く、地域を盛りあげて
いこうという人はそうしたタイプが多いのかもしれません。
　反面、組織として取り組まれていくには、計画、予算、制度やほかの仕事とのバランスなどさま
ざまなことがあるなかで実施するのは、そのタイミングを見計らうという意識を持ちながらおられ
たのではないかと思いました。
　市内の第２層協議体自体も多くはなく、それぞれのメンバーもまだ少ないです。協議体の横のつ
ながりをつくれるように地域組織を増やしていきたいと思っています。

●今後について

●長 　本市での生活支援コーディネーターの仕事は、①民生委員や本人から直接くる相談・困りごとを、
資源につなぐ、②つどいの場を支援、③地区に必要なつどいの場を立ち上げる、という三本柱です。
　全地区に市の出先として「地域づくりセンター」と「福祉ひろば」があり、生活支援コーディネー
ターの担当地区とも重なっています。各地区で民生委員・児童委員や保健師と協働しながら、地区
ごとに連携をはかれる方法を模索しています。
　私は、40年経つ団地エリアを担当しており、そこには65～ 75歳の高齢者が多く住んでいます。
藤里町社協のプラチナバンクを目標として、まずは住民の皆さんの能力や趣味を活かす方法を考え
ていきたいと思っています。

●和 　本市では、第１層（１人）と第２層（３人）の生活支援コーディネーターを市社協が受託しています。
住民の皆さんに熱心な方が多く、学ばれたことを私たちが教えてもらうこともしばしばです。
　同じお話を聞いても、とらえ方は人それぞれで、それがいいのだと思っています。そのとらえ方
が同じときもあれば、違うときもありますが、それを話し合うことがとても大事で、今回の研修で
もワークの時間でさらに深め合うことができました。
　住民有志でサービスを開発することは必要ですし、スピーディーな課題解決につながりますが、
その前に住民がつながらなければ機能しないということが共通認識です。研修をとおしてつながり
方を学び、情熱をもらっています。つながり方は、地域地域でさまざまです。地域にあるつながり
に着目しながら進めて行ければと思っています。

フォローアップ意見交換会
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法人 人

孤立を防ぐ「地域づくり」実践

コミュニティセンターでのラボ会

水天宮にてトーキン＆ウォーキングに参加の皆さん

福岡県久留米市 2023年1月20日開催号

目次

久留米 10 万人女子会が目指すこと ……………………２

自分たちの地域暮らしの研究……………………………４

人と出会い、身近な地域の魅力を再発見………………６

それぞれの物語……………………………………………８

≪講座のご案内≫
2023 年１月 20日（金）14：00～ 16：30

「若い世代のつながりづくり」
　ゲスト………………NPO 法人久留米 10 万人女子会　代表理事　國　武　ゆかり
　コメンテーター……NPO 法人暮らしづくりネットワーク北芝　事務局長　池　谷　啓　介
　コーディネーター…宝塚市社会福祉協議会　地域支援部長 兼 企画経営部長　山　本　信　也

　久 市で暮らす 人 性 13 人のうち、10 人が 10 年後につながり えば、 の む地域暮ら

しが実 するのではないかと考えた 30 0 が中心となり、2018 年発 。市 6小学 区ごとに

月 1 、20 80 が交 。 い が「わくわく 」する で地域 ビ ーにつなげ、

の見える関 くり、支え いの を目指しています。

お申込み方法は
こちらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

久留米市

福岡市
北九州市

若い世代のつながりづくり
（NPO法人久留米10万人女子会）

若 い 世 代 の つ な がりづくり
（NPO法人久留米10万人女子会）
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 人久 10 人 子会

2

　福岡県南西部に位置する久留米市は、肥沃な土地に恵まれて全国的にも早い
時期より稲作が始まりました。さらに筑後国府が設置され、北部九州の行政・
交通の要衝となりました。江戸時代後期に13歳の少女が考案した久留米絣に
よって、木綿絣産地として発展してきました。産業と交通が発達し、紡績や足
袋会社が設立され、第1次世界大戦後の恐慌による慢性的不況下でも、綿糸
関係工業が中核を成し、女性雇用が増大しています。戦後、地下足袋やゴム靴
の海外輸出のほか、ブリヂストンタイヤ株式会社が創立され、高度成長期にはゴム産業が飛躍的な発展
をみせていきます。昭和40年代前半には、都市基盤の整備が進み、ニュータウンの建設などが推進さ
れています。

【2022年12月１日】

人口　    302,523人

世帯数 140,304世帯

高齢化率　     27.8％

年少人口率　  13.7％

100 人女子会を開きたい！
NPO 人久 10 人 子会は、10 年後の久 市で 10 人の 性がつながる 会の実 を目指し

て、「わたしのことはわたしたちのこと」を 葉に 動をしています。

　 理 の ゆかりさんは、10 人 子会の設 から中心 ン ーの一人として 動をしてきまし

た。「市の が 催する 会で聞いた他 の に、 これだ と思ったんです」と り

ります。その 会で かれたのは、 市 来まち くり 100 人 員会 201 年 。市

によって、まち くり に関する ー を話し う 員会で、「まちの人たちと、みんなで たちの

こと、 かやりたいこと、まちにとってやりたいことを考える 会をつくってみたい。 1人だけでは
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の 性と一緒に、 たちのまちがどんなまちになったらいいかな、どんなことしたいかなということを
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久留米10万人女子会が目指すこと

特定非営利活動法人久留米10万人女子会　〒830-003  県久 市 町1692 地 9

URL https://100000kurume.localinfo.jp/
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子会はす て実行 員 で行い、 した人のなかから「やってみたい」と思った人たちと一緒に

をしたりしながら、 を きくしてきました。

　2018 年にも 1000 人 子会を開催し、 の 子会で くの人と人との出会いが まれました。その

なかで、「この人に会えてよかった」「一緒に しい をしまし う」「学 にやっていた サ

ルを子どもと一緒にできるようになった」など、たくさんの声が せられるようになりました。

　ですが、そんな 動のなかで、しだいに「 を えるようになってきた」と います。 が き

くなるにつれ、 目されるのは「 人が集まったのか」「どのくらいの集 ができたのか」という であ

ることや、そもそも人とのつながりや出会いの場をつくりたいという思いで始めた 子会が、イ ン と

いう けになってしまっていることに気 いたのです。「このまま 子会を けていくと、人を集め

ることを目 としたイ ン になってしまう。もっと たちの 元にあるつながりや、日 のなかで

つながろうと思ってもつながれていないということに に目を けていきたい」という思いを実行 員

と 認しました。

　そして、 たちが暮らしていくということに なつながりを考えた 、「久 の人 が 30

人、そのうちの 18 上の 性は 13 人。10 年後に 10 人の 性たちが、たどればたどりつくよう

なつながりをつくりたい。そんた かなつながり って、久 10 人 子会が ち上がりました。

法人 人

51



孤立を防ぐ「地域づくり」実践 人久 10 人 子会

4

自分たちの地域暮らしの研究

自分たちの暮らしを考えるラボ会がスタート

　10 人 子会のスター にあたり、「 たちが暮らし

ていくなかで なことは かを実行 員のなかで も

話し いました」と さん。そこで、10 人 子会の

年目は、「 たちの地域とは」「地域とはそもそもなん

だろう」という ー で、 区ごとのおしゃ りの会「

会」を ち上げました。

　 年目からは、 ー を め に、場所に集まった人が

を話してもいい、その場で出た ー や、話 のあったことに してみんなでおしゃ りをする会

になっていきました。しゃ りたくないけれど かと会いたい、 かと一緒にいたい、1 人で ごすのが

ち っと しい人が かと一緒にいられる、そんな場になっていきました。

　「 子会」と っていますが、 格は 性には っていません。 性や、性 について話したく

ないという人も しています。 の性 の を ミン ウ する人もいれば、 いたくない

人もいます。また、 区ごとに 会はあっても、 しも の住む 区でなければ できないとい

うわけではなく、「知り いがいないほうが 心地がいい」という人は、 の 区の 会に してい

ます。

　 にあたっては、 の もなく、出 も ら 、「行きたい」と思った人が らりと来ることを

たいせつにしています。だから、始まってみたら 人だけしかいなかったというときもあれば、コロナ下

で を けるようにと われているのに 10 人くらい集まってしまって、 で開催となったことも

あると います。

いろいろなラボ会のかたち

　 、久 市 の 21 区で開催されている 会。そのかたちはさま まで、開催場所や は、

区それ れの特 があります。

　たとえば、コミ ニ センターで開催している 区では、 かがお 子やお茶を してきてお

しゃ りを しんでいます。

　 の 区では、おもに子どもの 休みのときに開催す

る 会があります。 休みのときは、子どもたちが集

まり、「 の つけをしよう 」と ー を めて開催

しています。子どもたちも、「一人で つけするのはたい

んだけど、 かとおしゃ りしながらならできるよね」

と話しているとのこと。 会の日までに を わらせ

て集まろう、という子どもたちの目 にもなっていますが、

わっていない子どもは 会に して に りかか

コミュニティセンターでのラボ会

夏休みのラボ会
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ることもあるようです。

　さらに の 区では、 を りて、

が休みの日や、子どもたちが ったあとの 、

20 ごろから開催をしています。こちらも

かがお 子やお茶を しますが、そのほ

かに 100 を実施しています。 年が

たち、 を開 したところ、まとまった

になっていたとのことで、そのお で 年会

を開催しています。

　コロナ下では、 ン インの 会を開催する 区もありました。 ン インの を かし、

護中の人や、 宅を れることが しい人、 しくて できない人ともつながりが きました。

ン インもいいけれど ルでも会いたいと、 宅を れることが しい人が、「 が の を んで

おしゃ りしませんか？」と かけ、久しぶりの ル 会を しんだ とときもありました。

　「子ども、高齢者など、 を特 していない 、10 人 子会が をしている かよくわからない、

と われることもあります。ですが、暮らしを考えると はなく、いろいろな人が じり っています。

そこからつながっていくことや、 まで地域に 関心だった人たちが たちの住むまちに を つこ

とが、 は たちの だけじゃなくて かを思う気 ち、思いを せることにつながるんだと思っ

ています」と さんは話します。

地域暮らし研究で夢をかなえる

　 会で出た、「地域でこんなことをやってみたい」「こんなことで っている」「こんなときはどうし

たらいいんだろう？」というつぶやき。これを聞き らさ 、そこから り下げ、 たちでできること

はどんなことだろう、と考えることを、10 人 子会では「地域暮らし 」という 業として り

んでいます。

　 さんは、「10 子会の ン ーが かしてあげる、ということではなく、 役は 会に

の さん。 さんが こんなことやりたい ということを、 ン ーがサ ー 。たとえば、 場

所を りたい どうしたらできるだろうか？ とそれ れが して

いる情報をもとに関 者に をするような役割です」と話します。

　そうして された地域暮らし は、 ー も もさま まで

す。 年性認知症について学ぶ 会であったり、 ス ーであっ

たり、 イ ン であったり、移動販売であったり。

　地域暮らし の 者は 会の 者に せ 、 く って

います。「こうしたイ ン をとおして、10 人 子会を知ってくれ

た人同 がゆるやかにつながったり、いつか 会に行ってみようか

な、と思ってもらえれば」と さん。イ ン から 人が 会に

つながったか、ではなく、地域にはつながれる場があるんだというこ

とを、たとえ 年後でも と思い出してくれたら、と考えています。

毎回誰かがお菓子やお茶を持参

暖炉を囲んで
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人と出会い、身近な地域の魅力を再発見

自分たちの地域を知ってほしいという思いを

　2022 年 11 月 23 日には、 町 区で「まちあるき　 ー

ン ウ ー ン」というイ ン が開催されました。

　 町 区の 会の ン ーの 人が、「 たちの住むま

ちをもっと知ってほしい」と話していたことが発 です。その

は、茶 の をしており、 を子どもたちに えて

いきたい、気 に くの人に れてほしい、という思いも っ

ていました。

　そこで、 な地域を いて地域の を 発見するととも

に、いろいろな人とおしゃ りをして、ち っと心が くなっ

ていけるように、と をしたのが です。

地域を歩いて魅力を再発見

　当日は、13 に JR 久 に集 。13 30 に出発し、

本 、日 、 宮を いてめ ります。久

から 10 の か所ですが、 イ や宮 の を聞いたり、 は 開されていない

の を見学したりすることで、 者からは「 く

をよく通っていたけれど、実 に来てみたのは初めて」

「こんな にこんなところがあるなんて」という声が

あがりました。

　 きながらも 者同 が、「このあたりは はこん

なお が ち んでいた」と話したり、 学 が 職に

ついてのち っとした みごとを話したり、子 ての

みをわかちあったり、そんな姿があちこちで見られまし

た。

お抹茶体験～自己紹介

　 間 30 をかけて地域 きをしたあとは、コミ

ニ センターで茶 の 間です。このイ ン

のもう つの思い、「 に気 に れてほしい」

という思いのもと、作 がわからなくても 茶と 子

を しむ 間となりました。

　 茶とお 子をお するのは、小学 の 学 で

茶 を学んでいる 人の小学 。このイ ン を し

集合の目印

久留米駅前に集合

スタッフがまちあるきを先導

抹茶とお菓子を運ぶ
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た ン ーの え子たちです。地元の 子 の

の 子が えられ、 者は とときの ータイ

を しみました。

　その後は、 の 間に。 の になり、

間が来たら の の人がいっせいに の 。こうし

て の人との ができることになります。

のなかには、 学 を れた 親が小学 に小

学 の様子を聞いたり、 所に住んでいることがわかり、

「 を交換しよう」と り上がる人がいたり。 た

な出会いでに やかな とときとなりました。

地域のいいところを話そう！

　その後は、 日のイ ン を り り、 ー の 間

となりました。

　 ー ルに 意された の 。 つには、「

日 しかったこと」を き、 イ ー に りだし

ました。発見したまちの 、 めて じた地域の 、

たな出会いなど、それ れの思いが かれた が

と り出されていきます。

　そして、もう つには、「こんなところにもう しの があったらもっと くなるな、と思ったこと」。

地域の ではなく、もっと なまちにするための声かけに、イ ン や地域の をもっと発 し

てほしい、という意見が目 ちました。

　 後に、 茶と一緒にいただいた地元の 子 を

。「このお のこのお 子がおスス 」という声が交わ

るなか、思い思いのお を して解 となりました。

　 者からは、「 からす くのエ にこんなに

見どころがあったなんて」という声が聞かれたり、スタ

も「 の 区でもこうしたまち きをしてみたい」

という思いを うことができました。

みんなで自己紹介タイム

地域のいいところを書く

参加者が寄せた「今日楽しかったこと」

参加者が寄せた「一工夫でもっとよくなるところ」 宮司から水天宮の歴史を聞く
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ＮＰＯ法人久留米10万人女子会　2023 年 1 月 20 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

それぞれの物語

それぞれの関わり方

　イ ン の場では、 して話せる人もいれば、そうでない人もいます。本当は話したかったけれど話

せない、 かに聞いてほしかったけれど えなかった、そうした思いを「 りこ してはいけない」と

さんは います。

　 の みを えて をしていた人が、10 人 子会に関わり、ぽつぽつと のことを話し始め

ると、「それは う。あなたが していればいいことではない」と ってくれる人がいました。その一

で、 していてはいけないこと、 していたことで子どもにもっと をさせていたことに気 い

た、ということも。「一 み出してくれたことで、日 の関わりからこちらも一 み んでいける。

だからこそもっとたくさんの人に関わってほしいし、関わる 会、出会う 会をつくりたい」と さん

は意気 みます。

　「このまちで暮らし、 きていくということは、 やかさだけではありません。 しんどい と いたく

なったときに える がいないと、ますます で していってしまいます。ここに来れば かがそ

れを け止めてくれる。そうした場であり、つながりでありたい」。

小さな物語をたいせつにする

　子 て中の 親が して、 人もいなく、 会に していました。 会で知り った人とたま

たま 所のスー ーで出会うことがあり、「 物を っていてあげるから、その間に の を開けてお

いで」と われたときに、その場で き出してしまったそうです。「その人は、 がしんどいこともわ

からないまま、一人でいろいろ えてきてしまっていた。そこに、 あなたが っているたくさんの 物

はとても いものだよね と気 き、 してくれる人がいたことで、 が本当はしんどいということ

をわかってくれている人がいる ということに、 が気 いたんです。そんなことを出会ったときに

ながらに ってくださった。こうしたなにげない思いやりの とことが かを っているということを、

ちゃんと えていきたい」と話します。

　 会で出会った人が、災 に「この の が通れなくなっている」「ご を っていきまし う

か？」という声かけをし っていたり、 所に行った 性に や 理 を けていたり。そんなつ

ながりが、 な地域で まれてきています。

　 さんは、こうした小さな物 をもっと く えていきたいと考えています。つながりのなかから

りごとを解 できたり、 を えていったり、いろいろな出会いのエ ー があります。「地域では目

つ人や 動ばかりではないんです。地域で本当に っていたり、地域に した 動やつながりは、

なかなか目に見えません。だからこそ、そこに ー スしていきたい」と。

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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「若い世代のつながりづくり」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「若い世代のつながりづくり」孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「若い世代のつながりづくり」

開 催 日　2023年 1月 20日 ( 金 ) 14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　NPO法人久留米10万人女子会 代表理事　國武 ゆかり

　コメンテーター

　　　NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝 事務局長　池谷 啓介

　コーディネーター

　　　宝塚市社会福祉協議会 地域支援部長兼企画経営部長　山本 信也

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:35　　國武氏による実践発表

　　14:35 ～ 14:55　　國武氏、池谷氏、山本氏によるディスカッション

　　14:55 ～ 15:05　　休憩

　　15:05 ～ 15:35　　参加者によるグループワーク

　　15:35 ～ 15:55　　グループ発表

　　15:55 ～ 16:15　　発表へのコメント

　　16:15 ～ 16:30　　まとめ

　　16:30　　　　　　 閉会

委員からのコメント

開 催 日　2023年 1月 20日 ( 金 ) 14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

委員からのコメント

池谷啓介委員（NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝　事務局長／大阪府）
　國武さんの報告のなかで、　「『わたし』のことは『わたしたち』のこと」という言葉がありました。

僕は「生活当事者」という言葉を大事にしています。その意識を社会のなかでどれだけ持てるか。

集団は大きくなればなるほどマジョリティ側に優位性があることを忘れがちで、マイノリティか

らすると、それが参加のハードルを上げてしまうことになります。優位性を持つ側が、生活当事

者という意識を持ち、そこを意識できるかどうかがまちにとって非常に大事で、それが 10万人

女子会のなかにあることがキーポイントになっています。

57
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ディスカッション

山本信也　「メンバーの皆さんの思いや得意なことを組み合わせていけば夢が叶う」とお話いただきまし

た。具体的なエピソードを教えてください。

國武ゆかり　「このまちで暮らす」ことを考えたときに、「夢が叶った」と感じられるのは、しんどさを言

える関係性ができた、人と人とのつながりができたということです。たとえば、子育て中や介護中の人

たちが、抱えているしんどさを言えるようになったのですが、私たちが本当にやりたかったことは、そ

のしんどさに気づいたり、それをわけ合ったり、もちろんうれしいことを一緒に喜んだり、そんな関係

性をつくっていくところにあったのだと思っています。

池谷啓介　10万人女子会の活動のポイントは、①身近、②ニーズの掘り起こし、③参加のハードルを下

げる、という3点にあります。

　　１点目は、校区を単位として、少人数で展開されているということです。身近な場面で、自分たちの

暮らしに引き寄せる場所をつくり、自分が住んでいる地域に対しての愛着やアイデンティティを持つこ

と、そしてそのしかけを丁寧に考えておられます。

　　２点目は、それぞれのラボ会が、ニーズの掘り起こしになっているということです。会話のなかで誰

かが困っていることに気づくということは、10万人女子会にニーズの掘り起こしの役割があるのだと

いうことです。

　　３点目は、Instagramを活用したり、イベントで知り合い関係性をつくっていくなど、新しく参加す

る人にも参加しやすい雰囲気づくりを心掛けておられます。それは参加のハードルを下げているという

ことですね。

國武　Instagramは、素人感満載ですが、それが身近なゆるさではないかなと思っています。きれいな映

えた写真、華やかに見えるイベントでは、華やかな人しか行けないんだ、と思ってしまいます。「私は

華やかではないから行けない」「参加するためには自分自身を華やかに見せなければならない」という

のでは、自分たちの暮らしではないと思っています。

池谷　コロナ下では、オンラインを活用したラボ会をされていると話しておられました。特に高齢者にとっ

ては苦手な分野ですが、どのようにされていましたか？

國武　高齢の参加者からは、「オンラインはわからない。やめておきます」という声もありました。「月に

１回会っていたのができなくなったから、近況報告をしようよ」というラボ会の皆さんからの声かけで、

玄関先でアプリを入れて、使い方を紙に書いて教え合っていました。いままでのつながりを断ちたくな

い、誰かに会いたい、誰かと話したい、という思いを形にしたということだと思っています。

山本　ハードルを下げるということは、社会参加を促進するという意味でも非常に大事なキーワードです。

委託事業や補助事業では、実績を期待されるあまりに数字を意識しがちですが、10万人女子会では「実

績」よりも「実践」で見えてくるものを非常に大事にされています。「住む」ではなく「暮らす」こと

にこだわり、一人ひとりの物語をたいせつにされているのですね。

ディスカッション
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参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）

◉

「気づいたこと」として、楽しそうな実践をされて

いる。國武さんがその実践を楽しそうにお話されて

いて素敵。周りの人を巻き込む力がすごい。実践が

福祉福祉していない、福祉一色でない感じがいい、

という話が出ました。また、「取り入れたいこと」

として、活動がおしゃれ。若い同世代の人が参加で

きるイベント、SNSの活用などが挙げられました。

また、成果指標についても話し合われ、数値以外の

指標も必要なため提言していくことが必要、という

意見が出ました。（市町村社会福祉協議会／個人参

加）

◉

普段の暮らしの中でのつながりをとらえていく視点

と、エピソードを物語として広めていく役割がある

と気づいた。皆さん、自身の仕事等の事業と絡めな

がら　重ねてとり入れたいことを話してくれていま

した。ハードルを低くし、だれでも来れるように参

考にしたい、困りごとを共有できる場づくりをした

い、参加しやすい場をつくりたい、という意見が出

ました。（市町村社会福祉協議会／個人参加）

◉

災害が起きてからではなく、平時からのつながりの

関係があると助け合うことができると思った。今の

段階でやっていくことを取り入れたいと思った。（市

町村社会福祉協議会によるグループ参加）

◉

以前は地域で若妻会や婦人会で集まりがあって出や

すかったが、今は子ども会や育成会も停滞し、出る

機会が少なくなっているので、ラボ会が出かける機

会と人と出会える機会になっている。女性に視点を

当てていることがすばらしい。（市町村・市町村社

会福祉協議会によるグループ参加）

◉

支えたい人が心を開いてくれる…周りの人も「こ

の地域良いな」と思える。支え・支えられてお互

い様、安心できる。・地域の会長の顔写真・ＱＲコー

ド良かった。取り入れたい。楽しい、わかりやす

い、印象に残る。子どもにもわかりやすい。顔が

見えることで見守りにも。（市町村社会福祉協議

会によるグループ参加）

◉

國武さんが、「人工的なつどいの場、組織」とい

う言葉が心に残っています。行政はどうしても人

工的に組織や集まりの場をつくりがちで、社協も

そうしてしまう、と話していました。人工的に組

織や場をつくってしまうと、長続きをしない、存

続しないことが課題になりがちです。今後、住民

の方、地域の方が自主的につながっていくこと、

日常の延長線上に暮らす、ということがヒントに

なると学ばせていただきました。（市町村・市町

村社会福祉協議会によるグループ参加）
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『若い世代のつながりづくり』アンケート結果
（2023年1月20日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『若い世代のつながりづくり』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
43 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 3 栃木県 1 新潟県 1 愛 県 2 和歌山県 2 福 県 1 

県 2 群馬県 2 石川県 1 京都府 2 島県 1 鹿児島県 1 

県 1 県 1 長野県 1 大阪府 1 川県 1 沖縄県 1 

福島県 1 神奈川県 1 岐阜県 1 兵庫県 14 県 1   

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
43 件の回答（総回答数 45 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
43 件の回答（総回答数 52 件）

その他回答【3回答（各 1件）】

札幌市介護予防センター、協 体、生活 ー ーター

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
43 件の回答 43 件の回答

30歳代 33.3% 40歳代 31.1% 50歳代 35.6%② 年代

行政 44.2% 社協 44.2% 包括 19.2%

1.9%

NPO・一社
1.9%

民生児童委員
3.8%

1.9%

その他
5.8%

③ 所属

たいへんよ

かった

55.8%

よかった
41.9%

2.3%

たいへん参考

になった

41.9%参考になった
55.8%

2.3%
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●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●中心はラボ会の皆さんで、みんなで暮らしをつくるとの言葉が印象に残りました。実績よりは実践との

お話もとても心に響き、活躍支援を支援していく立場としての心持ちが変わりました。とても有意義な

時間でした。

●「つながり」は第三者（行政、社協など）がつくるものではなく、自分たち（住民）が「つながりたい」

と思って行動した結果であり、今回の実践はまさにそのような事例だったと思います。第三者の役割は

「つながりたい」と考えている人同士が出会う場をどのようにつくるか、または「つながる」ことの価

値を上手に伝えていくことであり、今回の研修はたいへん参考になるものでした。

●校区に地域の人が自由に集まり、そこで出たやりたいことを実現するための取り組みがとても参考にな

りました。また、できない課題を見つけることからスタートしてしまうけれど、その前段階で対処する

ことが必要だということがたいへん勉強になりました。

●楽しいことを軸にした「関心縁」と、生きづらさなど解決を軸にした「課題縁」のところがたいへん分

かりやすく、理解することができました。生活支援コーディネーターと専門員の役割に置き換えて、そ

れぞれのあて先を整理することができました。

●中心にいる人たちが、「自分たちのやりたいこと、目指すところ」をぶれずに進めていく。ラボ会に参

加していても影となって声を拾うことを徹底しているところ。コーディネーターとして参加している自

分はどうしても自分が前に立って前のめりで聞きに行ってしまうので……。若い世代の参加や新しいメ

ンバーといった部分へのアプローチについて、もう少し考えたいと思いました。

●若い世代の参加を促す「しかけ」ばかりに目がいってしまっており、どうやったら巻き込むことができ

るのかという風に今まで考えてしまっていました。巻き込むでは人は集まらないという言葉に、今後の

地域へのかかわり方を変えていかないといけないと考えさせられました。

●地域づくりについて、行政がやることによってどうしても結果を求められ、事業を実施することだけに

とらわれやすくなってしまっているということに気づいた。自分もそのようになってしまっているなと

共感しました。大きな規模の都市でも、このような女子会が展開できるということを学び、自分の市で

は何ができるのか改めて考えさせられました。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●共有の際の発表は２～３グループでよいかと思う。その分質疑応答の時間などを入れてほしかった。

●グループがあらかじめ名簿に示してあり、分かりやすくてよかったです。

●発表者さんの PPT 資料があると助かります。zoom画面からだけでは見えづらさがあります。先方の

意向もあるとは思いますが、ご検討ください。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。（自由記述／一部抜粋）
●場所は違えど、同じ思いを持って仕事をしている仲間が全国にこれだけいるのだという励ましや勇気を

いただけます。このような研修会が今後も定期的に開催されることをご期待申し上げます。

●数字にとらわれず、その人のストーリーや内容に目を向けることについて話がありましたが、行政に報

告するときには数字で示さないといけないためジレンマを感じていたところでしたので、たいへん共感

できました。

●高齢者だけではなく、さまざまな世代で交流の場を必要としていることに気づかされました。役所での

横の関係を意識していくことがたいせつなのだと思います。

●アンケートの回答を回答フォームから入力できない場合にも対応できるよう、事前にエクセルファイル

での回答フォームも送付していただきたい。
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フォローアップ意見交換会
日　　時　2023年１月 24日（火）16:30 ～ 17:00
開催方法　Zoomによるオンライン
参 加 者 ●岐 市社会福祉協議会（岐阜県）
　　　　　　　　第２層生活支援コーディネーター６人で参加
　　　　　●広 地域包括支援センター（広島県）
　　　　　　　　センター内の看護師、社会福祉士と参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●岐 　毎回、地域の方とつながりながら活動していくという視点が共通しているのでとても勉強になっ
ています。
　私たちは、「地域のいいところ、できているところはなにか。不都合なところがあるとしたらなに
が不都合なのかを、地域の方と一緒に考えていく」というスタンスで動いています。人と人のつな
がりの場は「○○サロン」と名前がつくものばかりではありません。お隣同士で支え合っていたり、
お茶飲み友だちが元気づけ合っていたりという細かい部分をたくさん拾って地域の中の資源として
とらえていきたいと思っています。
　研修では、「地域とつながり、人とつながるという視点は一緒」という話をしながら受講をさせて
いただきました。また、そうしたつながりをたいせつにしながら動いていた自分たちの視点も「間違っ
ていなかったよね」と自信にすることができています。今回、グループで受講したことで、その場
の空気感を同時にみんなで感じることができて仲間意識がより高まっています。

●広 　今回の研修では、みんなが地域でつながって、その後、生活課題に気づいたり見つけたりしてい
く過程を興味深く聞きました。
　地域包括支援センターの業務では、高齢者との関わりが多く、若い人とつながる機会がなかなか
つくれずにいます。児童や障害、国際支援など、分野に特化したNPOと出会う機会はありますが、
地域のプラットフォーム・多世代交流のNPOには出会えていません。
　演習では、個人参加のグループに入りました。「SNS の上手な活用、発信の仕方が参考になる」
「町内会長の全身写真入りマップは親しみやすい。若い人とつながるツールに活用できるのではない
か？」「組織のつくり方がピラミッドではなく、輪の形なのが素敵」という意見が出ました。

●今後について

●岐 　今後、地域の企業や地元のお店ともつながりながら地域づくりを進めていきたいと考えています
が、なかなか前に進めていませんでした。地元の皆さんとのつながり方のヒントをいただいたので、
自分たちも広げていけるのではないかと思っています。
　地区社協で開催している子育てサロンの場にお邪魔して、サロンが終わってから区長さんが入れ
てくださるコーヒーを一緒に飲みながら、子育てサロンに関わっている皆さんと地域の話をしてい
ます。「こんな体験をさせてもらってうれしい。だからまた次も手伝おうと思える」という声を聞か
せてもらい、私たちが「住民主体」という言葉を出さなくても、地域の皆さんはすでに気づいてい
るということを私たちが学ばせてもらっています。これからもそうしたことをたいせつにしながら
日々の活動をしていこうと思います。

●広 　久留米10万人女子会では、サービスをどうつくるか、どうあてはめていくか、という話ではなく、
自分たちのまちの暮らしの質・豊かさに焦点をあてていることが印象的でした。
　私たちの包括のエリアは、40年経つ団地と新興住宅地がまざりあっていて、学生や子育て世代も
いるのですが、日中は高齢者にしか出会えません。そんななかでも、普段のつながりのたいせつさ
については非常に参考になり、今後着目していきたいと思います。
　また、高齢者＝支援する対象者ではなく、リスペクトする「レジェンド」という表現がいいなと思い、
私も使うようにしています。

フォローアップ意見交換会
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NPO 法人にしはらたんぽぽハウス

孤立を防ぐ「地域づくり」実践

たんぽぽハウスの仲間たち２

たんぽぽハウスの仲間たち

熊本県西原村 2023年2月10日開催号

目次

「ない・ない」から生まれたたんぽぽハウス …………２

たんぽぽハウスの１日……………………………………４

熊本地震からの地域支援…………………………………６

これからの地域のために…………………………………８

≪講座のご案内≫
2023 年 2月 10日（金）14：00～ 16：30

「就労支援と地域支援」
　ゲスト………………NPO 法人にしはらたんぽぽハウス　副理事長　上　村　加代子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  施 設 長　廣　瀬　るみ子
　コメンテーター……社会福祉法人湘南学園　専務理事　塚　本　秀　一
　コーディネーター…淡路市社会福祉協議会　事務局長　凪　　　保　憲

　200 年の 村 ー シ をきっかけに、障 のある人の 場所 くりとして、

物 を開始。 者や出所者なども集い、2016 年熊本地震では 災者 の支援も行いました。

や住 の のもと、 移動販売による の支援や交 、子どもの 場所 くりなど、 の

地域 くりに り んでいます。

お申込み方法は
こちらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

西原村

熊本市熊本市
阿蘇市阿蘇市

就労支援と地域支援
（NPO法人にしはらたんぽぽハウス）
就 労 支 援と 地 域 支 援
（NPO法人にしはらたんぽぽハウス）
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　西原村は、熊本市から東に20キロメートル、大津町、御船町、山都町に
隣接しています。北西部は阿蘇くまもと空港に接し、東部は阿蘇外輪山の西
麓に位置する、南阿蘇観光の玄関口でもあります。阿蘇山から吹き下ろす東
風を、西原では「まつぼり風」と呼びます。
　1960年に山西村と河原村が合併し、自治体の一文字ずつを合わせた西原
村が誕生しました。2016年４月16日に発災した平成28年熊本地震では、震度７を観測し、村内も
大きな被害を受けました。
　一方で、移住者が増えるなどしたこともあり、「令和４年（2022年）版熊本県推計人口調査結果報告」
によると、西原村は県内の人口増加率トップ（＋2.48％）となっています。

【2023 年 1 月１日】

人口　   6,885 人
世帯数 2,862 世帯
高齢化率  32.1％
年少人口率 13.5％

にしはらたんぽぽハウスの設立
NPO 人にしはらたんぽぽハウス 下、たんぽぽハウス は、 村役場の 地 にある

支援 と地域 動支援センターの をあわせもつ 業所です。 知 に障がいのある人、

ルコール 症の人、認知症の人、出所者、 保護 者、 者などいろいろな人が集まり、

日中の 間を ごしています。

　たんぽぽハウスの は、200 年にさかの ります。200 年から 200 年にかけて、 村 会

会が、障がいのある人の暮らしについて村 が考える ー シ を 開催しました。当 者、

、 員、小中学 の 員、保 、行 、 、地域住 など 0人が し、「 のない

まち くり」について考え いました。

　当 、 村で障がいのある人の暮らしは、「 く場所がない」「 場所がない」「理解がない」「どこに

も していない」という 意 がありました。なにもすることがないため に きこもっていたり、

く が村 にないため 市町村の作業所や施設に通ったりする人がいたのです。

仕事つくり、居場所つくり、心つくり、
　そこで、障がいのある人の を考える「 つくり」、 ける場や集える場を考える「 場所つくり」、

障がいについて住 に え、理解を げるための「心つくり」という つの ー を設 し、 ー シ

で話し われました。

　当 、 村 会 会で会 や障がい者 門を 当していた上村 子さんが一 発 し、

そうした つの をあわせもつ 業所を地域に ち上げました。地域住 の理解を げるために、 ち

上げまでに話し いの場を ち、200 年に障 者 支援センター「にしはらたんぽぽハウス」を設 、

人の 者との 動が始まりました。 物は、 会 会。ここを として、 場所 くりが

スター しました。

　 つくりとして、住 から してもらった 地で にこだわった による 、

、 などを 。 した 作物を味 や あえのもとに し、販売もしています。なか

でも、小 を し、 ながらの を守り く 子 に をして販売する や、地元

「ない・ない」から生まれたたんぽぽハウス

特定非営利活動法人にしはらたんぽぽハウス　〒861-2 02 熊本県 村小 326

URL http://www13.plala.or.jp/tanpopo-imacoco/
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の から 格 のイ や 、 ズなどを り けて、 や イイ 、 の や ロ

ン ウ ー、 子 などを 。そのほかにも、 の や熊本県 のタ を んだんに った

ル ーの 、販売なども がけ、たんぽぽハウスのほか物 などでも販売しています。い

れもたんぽぽハウスの として、たんぽぽハウスの となっています。ほかにも、住 に か

けて ルミ や 聞を してもらい、それを することで地域と の見えるつながり くりにも め

ています。

　心つくりとして、 の 会などで障がいについて話し う場を設けるなどをしながら地域住 の

理解も めており、地域の の場にもなっています。地域住 を「たんぽぽハウスの 援 」と

して関 くりを み ねてきた 、いまでは ン として くの人が 動を ったり、「 を

たくさんもらったから」と けてくれたり、たんぽぽハウスを気にかけ、 ち ってくれるようになりました。

　2008 年に NPO 人格を し、地域 動支援センター「にしはらたんぽぽハウス」を開設。2012 年に

は 支援 「ナ ル ー いまここ」を開設し、 のかたちとなりました。

組 織 及 び 施 設 概 要
名　　称 ＮＰＯ法人にしはらたんぽぽハウス

施　　設
就労継続支援Ｂ型　「ナチュラルファームいまここ」
地域活動支援センター　「にしはらたんぽぽハウス」

通所人員
就労継続支援Ｂ型　　　２０名
地域活動支援センター　１０名

開所日時
火曜日～土曜日　週５日（日曜・月曜・祭日休み）
午前９時～午後４時（夏場はフレックスタイム制）
夏季休暇・冬期休暇あり

作業種目

【下請け作業】
①フルーツキャップ内職　
②施設環境整備
③昼食作り
④除草作業
⑤加工委託作業

【自主製品】
①農作業
②農産加工業
③アルミ缶回収
④古紙回収
⑤弁当・惣菜・菓子製造販売
⑥各種模擬店出店

訓練重点目標

【生活支援】
①身辺習慣の習得（服装など）
②生活習慣の習得（時間の認識・交通機関の
利用・食事のマナー等）

③コミュニケーション（挨拶・言葉遣い・連
絡等）

【作業支援】
作業を通して集中力や責任感を高めるととも
に作業従事を通して働く自信を習得すること
を目標とする。

行 事 等
①地域交流　夏祭り等の地域のふれあいに参加（模擬店など）
②小中学校との交流
③その他いろいろな行事を計画中！

工　　賃 作業で得た収入はご利用された方への工賃としてお渡しします。

役　　割

①利用者一人一人の健康管理及び体調変化の早期発見
②行政・社協・病院等の関係機関との連携
③利用者・家族の相談
④障がい者への理解促進・啓発
⑤家族的な雰囲気の中で心身ともに充実し就労できるようにする

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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の から 格 のイ や 、 ズなどを り けて、 や イイ 、 の や ロ

ン ウ ー、 子 などを 。そのほかにも、 の や熊本県 のタ を んだんに った

ル ーの 、販売なども がけ、たんぽぽハウスのほか物 などでも販売しています。い

れもたんぽぽハウスの として、たんぽぽハウスの となっています。ほかにも、住 に か

けて ルミ や 聞を してもらい、それを することで地域と の見えるつながり くりにも め

ています。

　心つくりとして、 の 会などで障がいについて話し う場を設けるなどをしながら地域住 の

理解も めており、地域の の場にもなっています。地域住 を「たんぽぽハウスの 援 」と

して関 くりを み ねてきた 、いまでは ン として くの人が 動を ったり、「 を

たくさんもらったから」と けてくれたり、たんぽぽハウスを気にかけ、 ち ってくれるようになりました。

　2008 年に NPO 人格を し、地域 動支援センター「にしはらたんぽぽハウス」を開設。2012 年に

は 支援 「ナ ル ー いまここ」を開設し、 のかたちとなりました。

組 織 及 び 施 設 概 要
名　　称 ＮＰＯ法人にしはらたんぽぽハウス

施　　設
就労継続支援Ｂ型　「ナチュラルファームいまここ」
地域活動支援センター　「にしはらたんぽぽハウス」

通所人員
就労継続支援Ｂ型　　　２０名
地域活動支援センター　１０名

開所日時
火曜日～土曜日　週５日（日曜・月曜・祭日休み）
午前９時～午後４時（夏場はフレックスタイム制）
夏季休暇・冬期休暇あり

作業種目

【下請け作業】
①フルーツキャップ内職　
②施設環境整備
③昼食作り
④除草作業
⑤加工委託作業

【自主製品】
①農作業
②農産加工業
③アルミ缶回収
④古紙回収
⑤弁当・惣菜・菓子製造販売
⑥各種模擬店出店

訓練重点目標

【生活支援】
①身辺習慣の習得（服装など）
②生活習慣の習得（時間の認識・交通機関の
利用・食事のマナー等）
③コミュニケーション（挨拶・言葉遣い・連
絡等）

【作業支援】
作業を通して集中力や責任感を高めるととも
に作業従事を通して働く自信を習得すること
を目標とする。

行 事 等
①地域交流　夏祭り等の地域のふれあいに参加（模擬店など）
②小中学校との交流
③その他いろいろな行事を計画中！

工　　賃 作業で得た収入はご利用された方への工賃としてお渡しします。

役　　割

①利用者一人一人の健康管理及び体調変化の早期発見
②行政・社協・病院等の関係機関との連携
③利用者・家族の相談
④障がい者への理解促進・啓発
⑤家族的な雰囲気の中で心身ともに充実し就労できるようにする

NPO 法人にしはらたんぽぽハウス
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たんぽぽハウスの１日

１日３食を提供

「たんぽぽの が に い、 がっていくよう

に の心が がってほしいという いを めて」

けられたたんぽぽハウス。ここでは、 者を

「仲間」と ます。仲間たちの は、 知

などの障がいのほか、 の認知症の人や

に している人など。 は、 ルコール 症

の人や出所者なども け れています。

　上村さんは、「知 や に障がいのある人には、

に している人が いんです。ある仲間が、 保護に らないで は りたい。たんぽぽ

ハウスで を してもらえれば れる という意見があって、それから一日 、 する人に

しています」と話します。 は 日あたり 300 で、たんぽぽハウスがお休みの日 、月 は で

をとってもらっています。

　「たんぽぽハウスは、できるだけ らないことが 」と話すのは、施設 の廣瀬るみ子さん。たとえ

ば、 ルコール 症の人は 支援 B 業にも地域 動支援センターにも 当する 者ではあり

ません。それでも、「 ン として来てもらうことで、 日 をここでとってもらえるだけでなく、

仲間たちや地域の人たちとつながりながら、見守りや関わりが けられています」と話します。

胃袋をつかめ！

　 理 のたんぽぽハウスは、 の も くほど、そしてす てが くりで かく、おいしい

が されます。来た人にはま をつかむために を てもらい、「これはおいしい」と じ

てもらったら、「 日来る人のために、 ご も ご も ご も作っているんですよ」と話をしています。

すると、「ち っと行ってみようかな」と って、 にたんぽぽハウスに来るようになると います。

　 を しているのは仲間たちだけではなく、 当の もあれば、目の の村役場や地域包括支援

センターの職員が れて一緒に をすることも。

にしはら地域包括支援センターのセンター 、中村

行さんは、「ここで をしながら情報交換が

とできていたりします。包括の 者はおもに高

齢者ですが、たんぽぽハウスで出会った人に包括の

支援が ならばつなげてもらいますし、包括の業

や、 の サービスで できない人に出

会ったときはたんぽぽハウスにつなげています」と

話します。

　年 には、 年、 りのない一人暮らしの人に

大好評！ たんぽぽハウスのお弁当

おにぎりも分業制

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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おせちを しています。「年中行 の日は、一

人暮らしの な しさはいっそう ってき

ます。特に、一人での年 しは にこたえ

ます。せめておせちがあれば、おいしいもの

を れば心が かくなるのかなという思い

で、おせち くりを けています」と上村さん。

　おいしい 理に われてたんぽぽハウスを

れるのは、仲間たちだけでなく、 関

や 援 の地域住 、そして 村だけでな

く からもたんぽぽハウスの ンが れ

ているのです。

仕事をとおしてつながりを

　開設当初から、 業と サイ ル 業を めてきたたんぽぽハウス。 業では、 には仲間たちだ

けでなく、 援 なども けつけ、一緒に 作業を行うこともあります。

　 の から、「もう するしかない」という話を聞いて き ったイ は、 させて イ

イ 「いちごいちえ」に 。 イ ルー と思えない ーシーさとさっ りとした みが

の ナル になりました。また、

でタ コ り、 したのちに

ル に めて に。たんぽぽハウ

スによる 業が、地域の や の「ち

っと った」の きな になっています。

　 サイ ル 業では、地域住 に「 ルミ

や 聞をたんぽぽハウスに出してください」と

お いし、たんぽぽで集めています。

関わりが暮らしを支える

　 し、知 障がいのある 人の子どもを

てていた 親が、 職後に気になる行動が え、 をすると認知症の いを指 されました。

を 発し、 に が しくなり、 も を める しかできなくなっていきます。

　本人の が通 の いを、 のなかのことはおもに が っていましたが、 が きく、うつ

が 発してしまいます。 は 理ができ 、本人と の ース会 が開かれ、それ れ な

を することになりました。

　たんぽぽハウスでは、 では ができない、 の の 認や のサ ー に え、

日 をしているかなどの のほか、 や の を行うなどの支援を けています。

　 だけでは支えきれない日 をち っと気にかけ、 なときは いをする、そうすることでこの

一 は住み れた で暮らし けられているのです。

自然農法にこだわった米づくり

みんなでイチゴの収穫

NPO 法人にしはらたんぽぽハウス
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熊本地震からの地域支援

災害支援拠点となる

　2016 年 月 16 日。 村を震 の きな

地震が いました。たんぽぽハウスの 物も

一 という を けながらも、 か

ら来た ン や支援物 の として

たんぽぽハウスに集まりました。たんぽぽハ

ウスは、障がいのある人の 場所であるだ

けでなく、 地から来た ン の

場所に、また、 間の支援物 の け れ ともなり、ニーズ ン が始まりました。

　たんぽぽハウスでは、 日 300 の き出しを で実施。 に 日は の をし、 日は

ー ンの日、 日は子ども として地域に開 をし、さま まな人が出会い、 かい とともに

間を ごす地域の 場所としての 性が 認 されました。

　また、住 に けた ン ー や、仮設住宅に きこもりがちなお年 りなどを支援するために仮

設住宅 の などを行っていきます。

　その 性は、 とり暮らしで ルコール 症。 もあり、 のため村 に をしました。

障がい者 を っていなかったため、たんぽぽハウスでは ン として一緒に作業をするように

なりました。「 宅にいるとお を飲んでしまうけれど、ここに来れば仲間たちと一緒に ズの むきなど、

いろいろな作業ができる」と い、一緒に ごすことで 支援、 ルコールをなくす、タ コを える

などの 理が となりました。すると、たんぽぽハウスから支 される で ができるように

なり、 の 護支援などを け、 に けて み出していけるようになったと います。

落ち着き、くつろいで過ごせる場所

　災 後、発 障 の人のなか

には、 人 での 所 が

わ に に をし、 中

をしているという実 がありま

した。

　 に気 ねすることなく、

ち いた で ごすことが

と、たんぽぽハウスでは支援を

けて、たんぽぽハウスから で

ほどの場所に「 わり」を 設

しました。

　その後、 わりのす の ふわりの前で、子どもたちと一緒に

たんぽぽハウス外観

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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7

では、1 人暮らしの をし

たいという人が ごし、そこ

から通ってきています。ま

た、 け れが なと

きは わりで まりをする

ことも です。 は

、地域 動支援センターの

仲間たちがここで ごしてい

ます。

　さらに、 ン ル の

住 の ルに せた 物を て、見

学に来た 学 たちが り う場

となったり、 な 地に い る

木 には、 学 が ンコや

ーハウスなどをつくり、「こども

の 」と けられました。 の

なかで、子どもが笑い、 人がくつ

ろげる 場所になっています。

つながりがアンテナに

　地域住 を 援 として、日ごろ

から に地域との関わりを け

てきたことが、災 の に を したことは うまでもありません。もちろん、災 支援をとおして地域

の がいっそう くなり、地域での りごと、気にかかることがたんぽぽハウスに せられる 会も え

てきました。

　たとえば、学 の から、「 が

支 え に を めるという子どもがい

る。 に っているのではないか」、コ

ンビニエンスス から「子どもが を

けているようだ」など。情報を けたら、

のついでにち っとおか を っ

て ねることもあると います。

　上村さんは、「NPO 人だからこそ、

様性や 性があります。やろうと思った

らす にできるし、関わりたいと思ったら

す に関われる。それはとてもいいことだ

と思っています」と話します。

こどものもりの入口で

ゲルのようなテントで語らう

みんなで乾杯！

NPO 法人にしはらたんぽぽハウス
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8

これからの地域のために

移動販売で気にかける

　熊本地震発災後、仮設住宅を巡る移動販売を実施し

ていたたんぽぽハウス。コロナ下で、「特に中山間地

域の高齢者の暮らしがより気にかかるようになった」

と、移動販売を始めました。コロナ下でサロンなど集

まる場が休止となるなか、買い物に来る様子から見守

りや声かけをし、そこにつどうことでミニサロンのよ

うな役割になることを目指しています。

　「久しぶり」「元気だった？」という会話をしながら、そこで

お茶を飲みながら地域の様子を見聞きして、気になる人がいれ

ば話を聞きに行くなど、小さなつぶやきから地域のニーズを拾

いあげたいと考えています。

　移動販売には、地域包括支援センターの職員が同乗すること

も。買い物の場が、専門職にとってもゆるやかな見守りや情報

交換の場になっているのです。

いろいろな人がいるからおもしろい

　当初から、「障がいのある人のいるところと学童はわけてほ

しい」という声が保護者から上がったり、出所者が来たときに

は「うちの子は通わせられない」という親がいたりと、たんぽ

ぽハウスを理解する声ばかりがあるわけではありませんでし

た。

　それでも、その人と出会ってみるととてもまじめで、認知症高齢者に優しく接している姿を目の当たり

にしたり、他人に関心を示さないと思っていた人が一緒に作業をしていると仲間のことをとても気にかけ

ていたり、穏やかな性格がゆえ、その人がいるだけで場がなごむ人がいたり。「その人がここにいること

に意味があるんです。いろいろな人がいる。ごちゃまぜだから、おもしろいんですよね」と上村さんと廣

瀬さんは微笑みます。

 ※編集部注　本誌に掲載した写真の多くは、コロナ以前の活動の様子をたんぽぽハウスよりご提供いただきました。

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 NPO法人にしはらたんぽぽハウス
2023 年 2 月 10 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

たんぽぽハウスの移動販売車

お惣菜を選ぶ

孤立を防ぐ「地域づくり」実施
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「就労支援と地域支援」孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「就労支援と地域支援」

開 催 日　2023年２月 10日 ( 金 )14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　NPO法人にしはらたんぽぽハウス 副理事長　上村 加代子

　　　NPO法人にしはらたんぽぽハウス 施設長　 廣瀬 るみ子

　コメンテーター

　　　社会福祉法人湘南学園　専務理事　塚本 秀一

　コーディネーター

　　　淡路市社会福祉協議会　事務局長　凪 保憲

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:35　　上村加代子氏、廣瀬るみ子氏による実践発表

　　14:35 ～ 14:55　　上村氏、廣瀬氏、塚本氏、池田氏によるディスカッション

　　14:55 ～ 15:05　　休憩

　　15:05 ～ 15:35　　参加者によるグループワーク

　　15:35 ～ 15:45　　グループ発表

　　15:45 ～ 16:30　　発表へのコメント、質疑応答、まとめ

　　16:30　　　　　　 閉会

委員からのコメント

開 催 日　2023年２月 10日 ( 金 )14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

委員からのコメント

塚本秀一委員（社会福祉法人湘南学園　専務理事／滋賀県）
　社会は「ごちゃまぜ」で、いろいろな人がいて当たり前です。福祉ももともとは「ごちゃまぜ」で、

障がいのある人、高齢の人、子どもたちは一緒にケアをしていました。それが、ケアする側の都合、

つまり集めてケアをしたほうがやりやすいという理由でわけていく、「ごちゃまざらない」ケアを

するようになりました。

　いろいろな人がいてこその社会で、たんぽぽハウスはそうした原点に戻っているのだと思いま

す。社会に近い構成比、お年寄りも子どもも、障がいのある人もない人も、男性も女性も、一緒

に助け合うということが実現すると、地域の福祉力が上がっていくのだということをたんぽぽハ

ウスの取り組みから改めて学ばせていただきました。
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ディスカッション

凪保憲　たんぽぽハウスの取り組みのなかでも、いわゆる地域共生社会が目指すところである、受け手と

支え手という関係を超えるということがお話からも出てきました。そういう社会が特別なことではない、

そのことの正当性をしっかりと意識することが必要だと私自身も気づかせていただきました。

　　たんぽぽハウスと西原村地域包括支援センターがすぐ近くという立地条件もありますが、具体的に包

括職員の皆さんとの関わりの部分をもう少し詳しくお聞かせください。

上村加代子　生活に困窮している人がおられて、包括から「その人の食材費がないので、ヘルパーさんが

持っていけるような食べ物はなにかありませんか？」と連絡を受けました。たんぽぽハウスはいろいろ

なところからいろいろなものをもらったりするので、それを包括からヘルパー事業所に連絡をしてもら

い、取りにきてもらって野菜や食材を無料でお渡ししました。

　　移動販売でも、見守りが必要な人がいると聞くと、「今度移動販売に同乗して、その人に会ってみたい」

ということがあって一緒に行く、ということをしています。

　　また、利用者さんの父親が認知症になられた場合などにはどうしたらいいかとか、利用者さんの親御

さんが体調を崩されてちょっと見に行ってもらいたいときとか、そういうときには私たちから包括にお

願いをしています。

凪　地域包括支援センターと就労継続支援 B型の事業所とは、制度が縦割りということを考えると直接

かかわる機会はなかなかつくれないのではないかと思うのですが、西原村では制度の枠を超えておたが

いに持ちつ持たれつの関係を構築されています。

塚本秀一　地域には、福祉にかかわる役割を担う方がたくさんいます。行政の担当者だけでなく、自治会

の福祉委員、民生委員児童委員、学校、社協、そして私たちのような社会福祉法人など、いろいろな地

域の資源があるのですが、なかなか有機的な関係がつくれていません。それぞれではかかわりが持てて

いても、有機的に地域のなかでつながることが難しいのです。なぜ西原村でできているのかを考えまし

た。それは、上村さんや廣瀬さんが、ニーズに応えることを最優先にしているからではないでしょうか。

ニーズをまずつかんで、それにどう応えていくか、みんなで知恵を出し合うことで、有機的なつながり

ができると思いました。

上村　たんぽぽハウスでは、「断らない」し、「前例がないからできない」とは言いません。いろいろなニー

ズに対しても地域の人たちと考えながら、「どうにかしてやってみよう」と思っています。

廣瀬るみ子　たんぽぽハウスに入った当初、「こんなにたいへんなことも断らないのか」と驚くこともあ

りました。だけど、それが上村さんのいいところで、その考えは間違っていない。それはたんぽぽハウ

スで引き継いでいかなければならないことだと思っています。

塚本　「ごちゃまぜ」とおっしゃいましたが、いろいろな人がいるからおもしろい、というその発想なん

ですよね。

凪　たんぽぽハウスに行くと安心できる、という人たちが、またそのなかで自分の役割や活躍できる場を

見つけていける、そしてごちゃまぜが連鎖していくのかもしれませんね。

ディスカッション
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参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）

◉

「ごちゃまぜ」というキーワードが素敵でした。就

労継続支援B型という障がいを対象とした事業所

でもいろいろな人を受けとめてくれるのは、地域包

括支援センターとしても心強いと思いました。また、

「仲間」という呼び方が温かくて、いろいろな壁な

どがなくなっていくのかな、自分たちの地域でも分

け隔てなく集まれるような居場所がほしいな、とい

う意見が出ました。（地域包括支援センター／個人

参加）

◉

ごちゃまぜがすごい、というのが最初の感想でした。

介護保険法、生活困窮者自立支援法、心神喪失者等

医療監察法など、制度上の縦割りのなかで支援を展

開する必要もありますが、たんぽぽハウスではそう

した法制度をまたいだ工夫のなかでいまのかたちを

実現されているということに興味を持ちました。地

域のなかで障がいのある人、出所された人などに対

して偏見を持たないような地域づくりをどのように

されてきたのか、工夫されている点をもっとお聞き

したかったです。（地域包括支援センターによるグ

ループ参加）

◉

感想として、「利用者からつながる見守り」「前例が

ないと言わずにチャレンジしていきたい」「ごちゃ

まぜな居場所にゆるい人がいても良いんだな」など

が出ました。施設や行政、地域がつながるためにワー

クショップを行っても、働く場所が少ないという現

状もあります。「就労支援」という言葉を使いますが、

それでは働くという印象が強く、活躍の場という呼

び方も良いなという意見が出ました。（社会福祉法

人／個人参加）

◉

当事者の方の自立と居場所と周囲の理解を深めなが

らさまざまな取り組みをされてきたことがすごい、

という感想がたくさん出ました。本市では、いま、

生活支援体制整備事業を受託して小学校区程度で第

２層協議体を設置しています。そのなかで障がいの

事業所と連携して地域住民や民生委員などを巻き込

みながらつどいの場を進めていこうという動きがあ

りますが、住民の視点としては、精神に障がいのあ

る人と関わることに不安を持つなど、難しさも課題

として残っています。どのように対処されながら理

解を進めていかれたのかをお聞きしたいです。（市

役所によるグループ参加）

◉

とてもうらやましい、という感想があった。高齢

者だけでなく障がいがある人、出所者の人がご

ちゃまぜであることがいいこという意見が多かっ

た。地域性にもよるが、個人情報の壁がどの地域

にも課題としてあるので、その壁をうまく取り払

えるような工夫が必要ではないか。そのために、

古紙の回収やアルミ缶の回収など、普段からの交

流を重視されているところが信頼につながってい

るという意見もあった。（市社協／個人参加）
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『就労支援と地域支援』アンケート結果
（2023年 2月10日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『就労支援と地域支援』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
33 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 3 栃木県 1 神奈川県 1 長野県 1 大阪府 2 愛媛県 2

青森県 1 群馬県 2 新潟県 1 岐阜府 1 兵庫県 9 鹿児島県 2

岩手県 1 東京県 1 石川県 1 京都府 1 和歌山県 1 沖縄県 1

福島県 1

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
33 件の回答（総回答数 55 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
33 件の回答（総回答数 45 件）

その他回答【4回答（各 1件）】

社会福祉法人、【介護予防センター,生活整備体制事業所（各札幌市特有のもの）】、有志、地区社協

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

20歳代 7.3%

30歳代 25.5% 40歳代 20.0% 50歳代 34.5%

60歳代
9.1%

70歳代以上
3.6%

② 年代

行政 13.3% 社協 33.3% 包括 37.8%

NPO・一社
2.2%

民生児童委員
4.4%

その他
8.9%

③ 所属

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
33 件の回答 33 件の回答

たいへんよ

かった

45.5%
よかった

54.5%

たいへん参考に

なった

39.4%参考になった
60.6%
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●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●実践の内容とともに、たんぽぽハウスのお二人や塚本さんの言葉が本当にあたたかくて、人間って良い

な、地域で暮らすことってすばらしいな、と感動しました。地域のなかには孤立している人がたくさん

います。その人たちの孤独は言葉にできないほどつらいもので、そのなかで自死を選ぶ人もあれば、あ

る日突然いなくなってしまう人もいます。都会のなかで、人と人がつながるあたたかさをどうすれば少

しでもつくっていけるのか。難しい課題ですが、取り組んでいきたいです。

●本来の福祉のとらえ方、当たり前の地域のあり方を再確認できた。

●年齢、障害の有無など関係なく、いろんな人が地域で活躍できる。地域に根差した活躍の場があること

で、例えば認知症のＡさんではなく、お弁当づくりのＡさんと呼ばれ、差別や偏見がなくなるのだと改

めて考えされられました。

●活動からより地域共生社会の具現化のイメージがつきました。

●福祉制度にとらわれず、いろいろな人たちが集まって「ごちゃまぜ」で活動しているのが新鮮で、まさ

に地域福祉だと感じた。

●社会資源の活用、地域を巻き込んだ活動をされていることが分かりやすかったです。どうしても福祉分

野のカテゴリーで分けながら考えてしまいがちですが、固定された考え方だけではなく、一度そのカテ

ゴリーを外して考えてみることも必要だなと考えました。

●たんぽぽハウスには、震災のときに半日だけボランティアをさせていただいたことがありました。その

ときは、地域住民のみならず、全国各地から大勢のボランティアが来られており、その統制をとられて

いたのが上村さんでした。たんぽぽハウスの仲間だけでなく、地域の人たちにお弁当を届けるために、

ハウスの内外で多くの人が一丸となって食事の提供をされていました。湘南学園の塚本さんは、「縦割り

はケアする側の都合で、勝手に分けられた。もともと社会は、年寄りも子どもも障がいのある人もいろ

んな人がいて当たり前で、ごちゃまぜだった」と言われていました。共生社会の構築をめざし、縦割り

を超えて横のつながりを再びつくっていくことを立場や役職を越えて目指していきたいと感じました。

●たんぽぽハウスの支援を行うなかでさまざまなニーズに応えてきたからこそ、制度の枠を超えた“お互

いさま”の関係が構成されていると感じた。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●このような参加しやすいオンライン研修を企画運営してくださり、全国各地の先進的な取り組みから学

ばせていただくことができました。

●回を重ねるごとに、気づきも重ねることができました。

●これまで、５回の研修を受けさせていただきましたが、どれもすばらしい取り組みで、本当に参考にさ

せていただきました。しかし、参加者のなかには、成功例ばかりをお話しいただきましたが、そこまで

のプロセス、失敗例などの紹介もしてほしかったという意見もありました。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。（自由記述／一部抜粋）
●今回は３回参加させていただきました。地域包括の職員として大きな感銘を受ける内容でした。ありが

とうございました。

●今後の専門職としての目標や役割が見えた。

●全国の実践者の話をグループで聞ける機会をいただき、ありがとうございました。多様な活動者ととも

に、学びを深める機会を積み重ねていかないといけないと感じました。

●どの地域でも孤立や孤独の問題があると思いますので、その人たちにどのようにアプローチが必要であ

るかをこれかも学び続けたいと思います。
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

フォローアップ意見交換会
日　　時　2023年２月 14日（火）15:00 ～ 15:30

開催方法　Zoomによるオンライン

参 加 者 ●兵 市社会福祉協議会（兵庫県）

　　　　　　　　市、市社協のグループで参加

　　　　　●鹿 市町村（鹿児島県）

　　　　　　　　生活困窮者自立支援の担当（個人参加）

　　　　　●社 社会福祉法人（鹿児島県）

　　　　　　　　社会福祉法人および医療法人で参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●兵 　いままで、行政の方と社協職員が同じ研修を受講して意見交換をするという機会はなかなかあり

ませんでした。今回の研修をとおして、行政と社協の意識のすり合わせができるようになったと思っ

ています。行政の方からは、「今まで、高齢、障がい、児童といった属性ごとに見てきてしまってい

たけれど、『地域』という区切りで考えなければいけないね」とおっしゃっていただきました。社協

が目指しているものと同じ、と意識統一ができたと感じています。

●鹿 　研修を受けて、私自身に、「分野でわける」という見え方の癖があることに気づかされました。困

窮の相談に来られる方は、分野や属性は関係なく、いろいろな困りごとを抱えている人も多くいます。

そのため、分野を問わずにいろいろな支援者とのつながりをつくろうと思っていたのですが、たん

ぽぽハウスから「ごちゃまぜ」というキーワードをいただき、これから胸に刻みつけていかなけれ

ばいけないなと思っています。

●社 　事業所間の交流や、地域の行事などで交流のある医療法人とともに参加をしました。場所も近い

ため、法人同士で意見交換をする機会はもともとありましたが、法人の高齢者施設のなかでの取り

組みや、医療法人での取り組みを確認し合い、その先の展開を考えています。

　今回の研修では、必ずしも整った環境ではないにもかかわらず、いろいろな人とのつながりによっ

てニーズに応えていく活動が参考になりました。これまで、私たちの法人では、既存事業の専門的

な視点から地域に貢献できることを考え、介護予防などに取り組んできましたが、その取り組みが

地域のニーズに即していたかどうかを考えています。高齢者だけでなく、いろいろなニーズを抱え

ている幅広い年齢層の人のニーズをどのように探っていくのか、また、それぞれの法人の強みを活

かしてどんなことができるのかを話し合いました。

●今後について

●兵 　第１回から５回まで参加をしました。回を重ねるにつれ、行政と社協との間で関係性が深まり、「こ

ういう方向で考えてみてはどうだろうか」「こんなことができるんじゃないか」と前向きに、夢を語

り合えるようになりました。実現に向けて、連携の大きな一歩を踏み出せたと思っています。

●鹿 　自分たちの業務の見直しや、「今こういうことはできているけれど、こういうことはできていない

よね」という意見を出し合う機会になりました。業務の改善点や工夫できる点を考えて話し合うきっ

かけになったので、今後の業務にも生かしていきたいです。

●社 　近所の困りごとや悩みごとは、今後もさまざまな形で発生していくと思います。そうしたときに、

気づき、相談できることが近所で当たり前になるような仕組みを法人として考えていくために、今

後も学びを深めていきたいと思っています。

　また、行政担当者が声をかけて、居場所づくりのためのネットワークが生まれています。今後、

このつながりを活かしてさまざまな活動が予定されています。暮らしやすいまちづくりになるよう

に貢献するだけでなく、法人の垣根を越えて居場所づくりに取り組んでいきたいと考えています。

フォローアップ意見交換会
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事業実施状況一覧
１．委員会の開催
　本事業全体の方向性や実施する研修の内容、作成するガイドブックについて検討するための委員会を設
置し、 ４回開催した。

第１回
2022年 7月 22日（金）
WEB会議

① 事業の概要説明
② 研修内容の検討

委員長・委員7人
事務局3人

第２回
2022年 10月 31日（月）
WEB会議

① 研修準備の進捗及び今後の研修の
進め方の検討

委員長・委員８人
事務局3人

第３回
2022年 12月 16日（金）
WEB会議

① 研修の進捗報告
② ガイドブック構成案の検討

委員長・委員８人
事務局3人

第４回
2023年 2月 24日（金）
WEB会議

① 研修の報告
② ガイドブックの検討

委員長・委員８人
事務局3人

２．研修事業
　地域で孤立・孤独に陥ることを防ぐために、誰もが地域で役割をもち、活躍する場づくりに取り組む全
国各地の実践を学ぶことを目的とし、テーマの異なる５回のオンライン研修を実施した。事前にゲストの
実践をまとめた資料を受講者の皆様に読んでいただいたうえで、本研修にご参加いただき学び深めたとと
もに、自治体単位のグループ参加を推奨し、研修で得たヒントを地域で実行に移す契機となることをねら
いとした。研修内容は、後日アーカイブでの視聴も可能とした。

（１）研修事前資料（ゲストの実践紹介）作成のためのヒアリング
　2022年 8月 30日（火）～31日（水）
　　　上士幌町地域包括支援センター、ママ HOT ステーション（北海道）訪問／事務局１
　2022年 10月５日（水）
　　　藤里町社会福祉協議会（秋田県）訪問／委員１、事務局１
　2022年 10月５日（水）～６日（木）
　　　にしはらたんぽぽハウス（熊本県）訪問／委員長１、事務局１
　2022年 10月 19日（水）
　　　上士幌町社会福祉協議会、ママ HOT ステーション（北海道）オンライン／委員１、事務局１
　2022年 10月 21日（金）
　　　久留米10 万人女子会（福岡県）オンライン／委員２、事務局１
　2022年 11月１日（火）
　　　東近江圏域働き・暮らし応援センター“ Tekito-”（滋賀県）訪問／委員長・委員２、事務局１
　2022年 11月 23日（水）
　　　久留米10 万人女子会（福岡県）訪問／委員２、事務局１

（２）研修の実施状況
　2022年 12月 15日（木）

「就労支援と地域支援」東近江圏域働き・暮らし応援センター“ Tekito-”（滋賀県）野々村センター
長、凪委員長、森田委員／個人申込51、グループ申込38、合計申込89

　2022年 12月 20日（火）
「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」上士幌町社会福祉協議会・ママHOT ステーション（北
海道）上士幌町社会福祉協議会 小泉氏、ママHOTステーション 倉嶋氏、山本委員、池田委員／
個人申込67、グループ申込47、合計申込114
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　2023年１月 17日（火）
「全世代の活躍支援」藤里町社会福祉協議会（秋田県）菊池会長、門田事務局代理、櫛部委員、池
田委員／個人申込51、グループ申込39、合計申込90

　2023年 1月 20日（金）
「若い世代のつながりづくり」久留米 10万人女子会（福岡県）國武委員、山本委員、池谷委員／
個人申込51、グループ申込39、合計申込90

　2023年２月 10日（金）
「就労支援と地域支援」にしはらたんぽぽハウス（熊本県）上村副理事長、廣瀬施設長、凪委員長、
塚本委員／個人申込51、グループ申込39、合計申込90

（３）フォローアップの実施状況
2022年 12月 19日（月） 「就労支援と地域支援」（参加者３、委員３、事務局１）
2022年 12月 26日（月） 「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」（参加者４、委員２、事務局２）
2023年１月 19日（木） 「全世代の活躍支援」（参加者３、事務局２）
2023年 1月 24日（火） 「若い世代のつながりづくり」（参加者２、委員２、事務局２）
2023年２月 14日（火） 「就労支援と地域支援」（参加者３、委員長・委員２、事務局２）

委員からのご意見
●情報紙について

●各組織や、それぞれで展開されている事業が、（活用しているのであれば）どんな助成金によるものな
のかが記してあると、参加者にとってより参考になるものになったのではないか。（池谷啓介委員）
●研修について

●当日の実践報告の内容や、参加者アンケートの結果より、地域性は違っても「いろいろな人がいてこそ
の社会」ということが理解でき、伝えられたのではないか。（塚本秀一委員）

●「もっと話を聞きたかった」「もっと深堀りしてほしかった」という意見が見受けられる。オンライン
研修の限界もあるが、一方通行にならないように、参加者の知りたい部分をどうフォローしていくかを
ディスカッションできるといい。（國武ゆかり委員）

●地元に声をかけたところ、さまざまな立場でグループを組んで参加してくれて、それをきかっけに別の
学びの場を設けられるようになった。（森田眞希委員）
●フォローアップについて

●あらためて後日に振り返るという意義は一定あるものの、設定時間が短く、ひととおりの感想を聞く程
度に終始してしまっていたように感じる。（凪保憲委員長）

●フォローアップの焦点が定まっておらず、参加者自身が話したいことや確認したいことを発言しやすい
ような工夫が必要だったのではないか。（池谷啓介委員）

●「この講師だからできる」「この地域だからできる」のではなく、そのエッセンスをどう自分たちの地
域でどう取り組むのか、ということが大事。研修を受講して、自分たちのまちで何をどうやっていきた
いのか、どう変化させていこうと思えたのか、それを聞けるような設定をする必要があったのではない
か。（國武ゆかり委員）
●今後について

●受講者から、「閉塞感のなかで光を感じる」という感想を寄せられた。制度の枠を超えられずに悩んで
いる姿を見聞きし、制度研修ばかりではなく、自分たちのまちのつながりを一緒に考え、地域の未来を
考える必要性を感じている。（池田昌弘委員）

●コロナ下で、いろいろな部分で「メッキがはがれた」と感じることがある。「つながりましょう」と言っ
ても簡単につながりができる時代ではないが、つながり続けるたいせつさや、そのセンスを今後も強く
訴え続ける必要がある。（櫛部武俊委員）
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独立行政法人福祉医療機構 令和４年度 社会福祉振興助成事業

運営委員会　委員名簿

「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」

事務局：全国コミュニティライフサポートセンター　小野寺知子・宇城絵美・田村洋介・橋本泰典

孤立を防ぐ「地域づくり」ガイドブック
独立行政法人福祉医療機構 令和４年度 社会福祉振興助成事業
「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」報告書

2023年３月

■

特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター（CLC)

〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町16-30 シンエイ木町ビル1F

TEL  022-727-8730 　FAX  022-727-8737

https://www.clc-japan.com/

所　　　　　　　属 役　職 氏　名

委員長 淡路市社会福祉協議会（兵庫県） 事務局長 凪　　　保　憲

委員 釧路社会的企業創造協議会（北海道） 代表理事 櫛　部　武　俊

委員 NPO法人地域の寄り合い所また明日（東京都） 代　　表 森　田　真　希

委員 社会福祉法人 湘南学園（滋賀県） 専務理事 塚　本　秀　一

委員 NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝（大阪府） 事務局長 池　谷　啓　介

委員 宝塚市社会福祉協議会（兵庫県） 地域支援部長
兼企画経営部長 山　本　信　也

委員 NPO法人久留米10万人女子会（福岡県） 代表理事 國　武　ゆかり

委員 全国コミュニティライフサポートセンター 理 事 長 池　田　昌　弘
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